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データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは、 FOMA P704i いでデータ通信をする際に必要な事項についての説明を 
はじめ、 CD-R 日 M 内の 「P704i い通信設定ファイル」（ドライバ） •「F 日 MA PC 設定ソフト」 
のインストールち法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 
































• FOMA 端末からは、円 AFS などの PHS ヴービス （32 K データ 
通信および、 64 K データ通信）はご利用でをません。 

• FOMA 端末は 、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサポートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA 「 si 邑 marion II 」、 「 si 邑 marion III 」、 
rmuseaj に接続してデータ通信を行ラことびでをます。 

「 si 邑 marion II 」や [ museaj を利用する場合は、アップデー 
卜び必要です。アップデートのち法などの詳細は、ドコモのホー 
ムページをご覧ください。 


FOMA 端末か6利用でをるデータ通 
信について 

FOMA 端末とパソコンを接続してご利用でさるデー 
夕通信は、パケット通信 - GAK データ通信とデータ 
乾送 （ OBEX ) に分類されます。 

FOMA 端末はパケット通信用アダプタ機能を内蔵し 
ています。 

•本 FOMA 端末は、 IP 接続に対応していません。 

•ミ毎夕'!•では、パソコンに接続してのパケット通信と 64 K データ通 
信はご利用になれません。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信お 
態です。優信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス 「 mopera 川 
/ fmoperaj など、 FOMA パケット通信に対応し 
た接続先を利用します。 

パケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 
USB 接続ケーブル（別売）で接続し、各種設定を行 
うことで利用でき、高速通信を^¢^、要とするアプリケー 
シヨンの利用に適しています。 

P .3 む降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

♦パケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。画 
像ををく含むホームぺージの 閲覧、 データのダウン □ —ドなどの 
データ量のをい通信を行ラと、通信料金び高額になりまずのでご 
注意ください。 


目 4 K データ通信 


接続している時間に応じて、通信料金がかかる通信お 
態です。 FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続し巨 4 kbps の通信を行います。 
ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
/ fmoperaj などの FOMA 64 K データ通信対応の 
接続先、または旧 DN の同期 64 K 対応の接続巧をご利 
用 < ださい。 

P .3 む降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

•巨 4 K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されます。 
長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますの 
でごま意ください。 



赤外線や FOMA USB 接続ヶースレ（別売）を使って 
データを送受信する通信お態です。赤外線通信では、 
FOMA 端末またはパソコンなど赤外線通信機能を持 
つ機器とデータを送受信できます。 

FOMA 端末とパソコン間で FOMA USB 接続ヶーブ 
ルを使ってデータ乾送 （ OBEX ) を行う際には、ド 
コモケータイ datalink やデータリンクソフトをイン 
ストールしてください。 



ご®用になる前に 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 
について 


インターネットをご利用の場台は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに対する利用料が必要 
になりまず。この利用料は、 FOMA サービスの利用 
料とは別に直接インターネットサービスプ□バイダに 
おち払いいただきまず。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお 
問い台わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 をご利用いただけます。 
rmopera U 」 をご利用いただく場台は、お申し込み 
が必要（有料）となりまず。 rmopera 」 をご利用い 
ただく場合は、お申し込み不要、月額使用料無料です。 


接続先（インターネットサービスプ□バイダ 
など）の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なり 
ます。パケット通信を巧うときはパケット通信対応の 
接続巧、巨 4 K データ通信を行うときは FOMA 巨 4 K 
データ通信、または旧 DN 同期 64 K 対応の接続巧をご 
利用 < ださい。 

• DoPa の接続先には接続できません。 

•円 AFS などの PHS 巨 4 K /32 K データ通信の接続先には接続でき 
ません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続巧によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場台びあります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。のとパスワー 
ドは接続先のインターネットサービスプ□バイダまた 
は接続巧のネットワーク管理をか5付与されます。詳 
しい内容については、そちらにお問い台わせください。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


FirstPass (ユーザ証明書）が必要な場 S ホ、付属 
の CD - ROM か5円 rstPass PC ソフトをインス I 
ルし、設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の「円 rstPassPCSoft 」 フォ 
ルダ内の 「FirstPassManuaU ( PDF お式）をご覧 
<ださい。 


次ページにつづく 


















パケット通信および目 4 K データ通信の条件 


FOMA 端末で通信を行ラには、む下の条件が必要に 
なります。 

• FOMA USB 接続ケースレ（別売）が利用できるパ 
ソコンであること 

. FOMA パケット通信、巨 4 K データ通信に対応した 
PDA であること 

• FOMA ヴービスエリア内であること 

-パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット通 
信に対応していること 

. 巨 4 K データ通信の場合、接続巧が FOMA 巨 4 K デー 
夕通信、または旧 DN 同期巨 4 K に対応していること 
ただし、上の条件が整っていても、昼地局が混雑して 
いる、または電波状況が悪い場合は通信ができないこ 
とがありまず。 


n 動作損境について 

データ通信におけるパソコンの動作環境はじ TF のとお 
りでず。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA US 日接続ケーブル（別売）を使用する場合： 
USB ポート （Universal Serial Bus 
Specification Revl .1 準拠） 

ディスプレイ解像度80 OX 目 00 ドット、 

High Color 1目ビットな上を推奨。 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 、 
Windows ® XP Professional/Home Editions 
Windows Vista ™ (各日本語版） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional ： 
64 M バイト切上 

Windows ® XP Professional/Home Edition : 
128 M バイト切上 

Windows Vista ™ :己 12 M バイト1；!上 
(各曰本語版） 

八ードディスク 
容量 

己 M バイト1；!上の空を容量 


♦ 0 S アツプグレードからの動作は保証いたしかねます。 

• 必要メモ U および八ードディスクの空を容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


CD-R 日 M をパソコンにセットすると、下記のような 
警告画面び表示される場合び^ります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュ U ティの設定によって表 
示されますび、使用には問題ありません。 

「はい」をク U ックしてください。 

※画面は Windows® XP を使用した場合の例です。 
お使いのパソコンの環境により異なる場合びあり 
ます。 



n 必要な機器について 

FOMA 端末とパソコンむ外にむ下の八ードウエア、 
ソフトウエアを使います。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）または、 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売) 
•付属 CD - ROM「FOMA P 704 iyu 用 CD - ROM 」 



♦ USB ケーブルは専用の 「FOMA USB 接続ケーブル」または、 
「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01」をお買いホめく 
ださい。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異 
なるため使用でをません。 

•本書では 、 FOMA USB 接続ケーブルの場合で説明しています。 


n FOMA 端末と他の機器とのち続方法 

FOMA 端末と他の機器を接続するには、巧の2つの方 
法があります。 


FOMA USB 接続ケーブルを使 f 


FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使って、 USB ポー 
卜を装備したパソコンと接続しまず。 （ P .3 参照） 
パケット通信、巨 4 K データ通信、データ乾送のすべ 
ての通信お態に利用でさまず。 

•データ通信を行うには rus 日モード設定」を r 通信モード」に 
設定してください。 

「巨 ►その他 US 己モード設定通信モード」の操作を 
行います。 

•ご使用前にド7041^/通信設定ファイル（ドライバ）のインス I -- 
ルび必要です。 


赤外線通信を使う 


赤外線を使って、 FOMA 端末と赤外線通信機能が搭 
載された他の FOMA 端末、携帯電話、パソコンなど 
とデータを送受信します。 

データ輯送を行ラ場台のみ利用でさます。 
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■用語解説 

• APN 

Access Point Name の略です。パケット通信において、接 
続先のインターネットサービスプ□バイダや企業内 LAN を識 
別します。例えば mopera U の場合は 「 m 叩 era . net 」 のよう 
な文字列で表します。 

• cid 

Context Identifier の略です。パケット通信をする際に、 
FOMA 端末にあらかじめ登録する APN の登録番号です。 
FOMA 端末では、]から] 0までの10件を登録でをます。 

• Administrator 権限.管理者権限 

本書では、 Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional、Windows Vista ™ のシステムのすべ 
てにアクセスでをる権限のことを指しています。通甫、 
Administrators のグループに所属したユーヴーはこの権限を 
持っています。一ち、 Administrator 権限または管理ち権限 
を持たないユーヴーはシステムへのアクセスび限定されてい 
るため、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルなど 
を行うとエラーになります。 

パソコンの管理者権限の設定については、各パソコンメーカ、 
マイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• DNS 

Domain Name System の略です。 「 nttdoconno . co . jp 」 の 
よラな人間び理解しやすい名前を、コンピュータび管理しや 
すい数字で表したアドレスに変換するシステムのことです。 

• OBEX 

OBEX (Object Exchange ) (ま 、 IrDA (Infrared Data 
Association ) び規定したデータ通信についての国際規格（プ 
□トコル）です。 

OBEX 規格に対応した機器やソフトウエアを使ラことで、携 
帯電話、パソコン、デジタルカメラ、プ U ンタなどさまざま 
な情報機器間で、データの送受信びでをます。 

• IrDA 

Infrared Data Association の略です。赤外線を用いたデー 
夕通信の規格の制定、促進を行ラ国際的な組織です。 

• IrMC 

Ir Mobile Communications の略です。 IrDA び定めた規格で、 
電話帳、スケジュール、メール、フ U - メモなどのデータ交換 
方法び定められています。また、機器間の通信には、 OBEX 馬 
格を使用することび規定されています。 

• QoS 

Quality of Service の略でネットワークのヴービス品質です。 
FOMA 端末の QoS 設定では、速度を限定しないで接続するか 
あるいは最高速度（上り 64 kbps 、 下り 384 kbps ) でのみ接 
続するかを設定でをます。（接続後の速度は可変します。）詳 
しくは P . 己3参照。 

•通信設定最適化 

FOMA ネットワークでパケット通信を行うときに、 TCP/IP 
の伝送能力を最大限に生かすための TCP パラメータです。 
「 Wireless 」、「 W - CDMA 」、「 Windows ®」 の環境下で 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、 TCP パラ 
メータの最適化び必要です。 

• W-CDMA 

世界標準規格として認定された第兰世代移動通信システム 
( IMT -2000) の1つです。 

FOMA 端末は、 W - CDMA 規格に準拠しています。 



データ通信の準備の流れ 


パケット通信.巨 4 K データ通信を巧ラ場台の準備に 
ついて説明します。ソ下のような流れになります。 

USB 接続の場合 

パソコンと FOMA 端末を 
FOMA USB 接続ケーブル 
(別売）で接続ずる 



口7041^/通信設定ファイル」 
(ドライパ）をインス! — ル 
する（※り 



インストール後の確認をする 
(※吕 ） 



「FOMA PC 設定ソフト」を 


「FOMA PC 設定ソフト」を使 

インス I -ールずる 


わずに手動で通信の設定をずる 

が3) 


が4) 



接続する（※已 ） 


《1〜已:パソコンの 0 S により、準備のための参照先び異なりまず。 


パソコンの 0 S 

参照ページ 

《1 

《2 

《3 

《4 

※己 

Windows ® XP / 

Windows ® 2000 Professional 

P.4 

P.6 

P.7 

P. 18 、 P.28 

P'RP'27 

Windows Vista ™ 

P.30 

P.31 

P.31 

P.41 、 P.45 

P'38'P'44 


■付属の 「FOMA P 704 iAZ 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソ]ンを FOMA USB 接続ケーブルで接続して 
パケット通信を行ラとをには、付属の 「FOMA P 704 iAi 用 CD - 
R 0 M 」 の 「 P 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）をパソコ 
ンにインス!ルしてください。また、通信を行ラ際に APN や 
ダイヤルアップの設定び簡単に行える 「FOMA PC 設定ソフト」 
をインス I -ールすることをおすすめします。 


n パソコンと FOMA 端末を接続する 

FOMA USB 接続ケースレ（別売）の取り付け方法に 
ついて説明します。 

1 FOMASSS 末のか SB 接続端子の向をを確認 
し、 FOMA USB 接続ケーブルのか部接続 
コネクタをまっすぐ r カチッ J と音びする 
まで差し込む 


3 次ページにつづく 
































2 FOMA US 己接続ケーブルの USB コネク 
夕をパソコンの US 己端子に接続する 



• FOMA USB 接続ケーブルのコネクタは無理に差し込まないで 
ください。故障の原因となります。各コネクタは正しい向を、 
正しい角度で差し込まないと接続でをません。正し<差し込ん 
だとをは、強い力を入れなくてをスムーズに差し込めるよラに 
なっています。うまく差し込めないとをは、無理に差し込まず、 
をラー度コネクタの形や向をを確認してください。 

• USB ケーブルは専用の FOMA USB 接続ケーブルをお買いホめ 
ください。（パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び 
異なるため使用でをません。） 

• FOMA 端末に表示される「を」は、パケット通信または目 4 K デー 
夕通信の通信設定ファイル （ ドライバ）のインス I -ールを行い、 
パソコンとの接続び認識されたとをに表示されます。通信設定 
ファイル（ドライバ）のインス!ル前には、パソコンとの接 
続び認識されず、「を」わ表示されません。 


■取り外し方 

1 . FOMA US 日接続ケースレの外部接続コネクタのリリースボ 
タンを押しなび5、まっすぐ引き巧く。 

2. パソコンの US 己端子から FOMA US 己接続ケースレを引き抜 

く。 


1」 U —スボタン’ 


~~ ■姐村 ！ M 



• FOMA USB 接続ケーブルは無理に取り外さないでくださ 
し、。故障の原因とな0ます。 

♦データ通信中は FOMA USB 接続ケーブルを取りがさない 
でください。パソコンや FOMA 端末の誤動作や故障 、子一 
夕消失の原因となります。 

• FOMA USB 接続ケーブルの取り付け-取りがしは連続し 
て行わないでください。一度、取り付け-取り外しを行つ 
た場合は、間隔をおいてから再び行ってください。 


Z. 


Windows® XP / 
Windows® 2000 
Professional を 
ご利用の場合 



通信設定ファイル（ドライパ）をイン 
ストールする 


通信設定ファイル（ドライバ）のインストールは、ご 
使用になるパソコンに FOMA 端末を FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）で初めて接続するとさに必要です。 
• 必ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 


Windows ® XP の場台 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
を接続する （ P .3 参照） 

2 Windows ® を起動し、付属の [FOMA 
P 704 iAi 用 CD - ROMJ をパソコンにセツ 
卜する 

3 [FOMA P 704 iAi CD-ROMJ の画面を 
^ 閉じる 

• この画面は 「FOMA P 704 iA / fflCD - R 0 MJ ^； くソコンに 
セツトすると、自動的に表示されますび、お使いのパソコン 
の設定によっては、表示されないことびあります。その場合 
は、手順4へ進みます。 

♦「 P 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ)のインス I -- ル 
中にこの画面び表示された場合わ画面を閉じてください。 

4 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と巧続した FOMA US 己接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

5 インストールを始める 

タスクノ（一のインジケータから「新しいノ V - ドウェアび見つ 
かりました」といラポツプアツプのメツセージび数秒間表示 
されたあと、下の画面び表示されます。 

「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリツ 
クします。 

♦お使いのパソコンにより、この画面は表示されない場合び 
あ0ます。 



次ページにつづく 








































0 インストールち法を還ぶ 

「一覧または特定の場所からインス!-ールする（詳細)」を選 
択し、「次へ」をク U ックします。 



7 ドライバを還ぶ 

r 次の場所で最適のドライバを検索する」を選んだあと、「リ 
ムーバブルメディア（フ□ッピー、 CD - ROM など）を検索」 
のチェックをがし、「次の場所を含める」をチェックします。 
「参照」をク U ックし、「く CD - ROM ドライブ名>: 

¥ USBDriver ¥ P 704 iA /_ USB _ Driver ¥ Win 2 k_XPJ ^ 
指定し、「次へ」をク U ックします。 （ CD - ROM ドライブ名 
はお使いのパソコンによって異なります。） 



3 r 完了 J をクリックする 

4つの 「 P 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ） （ P . 目参照） 
びすベてインス I -ールされます。 

すべての 「 P 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）のイン 
ス I -ールび完了すると、タスクバーのインジケータから「新 
しい八ードウエアびインス I -ールされ、使用準備びでをまし 
た。」といラポップアップメッセージび数秒間表示されます。 


引き続き、 rP 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）び正しく 
インス I ルされていることを確認します。 （ P .6 参照） 


Windows ® 2000 Professional の場台 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
■ を接続する （ P .3 参照） 

2 Windows ® を起動し、付属の [FOMA 
P 704 iAi 用 CD - ROMJ をパソコンにセツ 
卜ずる 


3 [FOMA P704iAi CD-ROMJ の画面を 
^ 閉じる 

•この画面は 「FOMA P 704 iA •/用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソ 
コンの設定によっては、表示されないことびあります。 
その場合は、手順4へ進みます。 

• n ^704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! 

ル中にこの画面び表示された場合わ画面を閉じてくださ 
い。 

A FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA US 己接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

5 インストールを始める 

「次へ」をク U ックします。 



6 r デバイスに最適なドライバを検索する雕 
W 奨) J を還択し、 r 次へ J をクリックずる 

•お使いのパソコンによっては 「 USBDEV に E 」 と表示さ 
れることびあります。 

7 r 場所を指定 J を還択し、 r 次へ J をクリッ 
I クする 

3 検索するフオルダを指定する 

フオルダ名は、 KCD - ROM ドライブ名>: ¥ USBDriver ¥ 
P 704 i A /_ USB_Driver ¥ Win 2 k_XPJ です。 

検索するフオル 5^’ を指定したら、 Tokj をク U ックします。 
に D - R 0 M ドライブ名はお使いのパソ]ンによって異なりま 
す。） 

• ドライバは Windows ® XP と共通です。 



9 ドライパち （ P .6 参照）を確認して、 r 次へ J 

をクリックする 

ここでは 「FOMA P 704 iAi 」 と表示されます。 

•お使いのパソコンによっては 「 USBDEV に E 」 と表示さ 
れることびあります。 

IQrgTj をク U ックする 

4つの rP 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ） （ P .6 参照） 
びすベてインス I ''ールされます。 


引き続き、 rP 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）び正しく 
インス I ルされていることを確認します。 （ P .6 参照） 
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n インストールしたドライバを確認する 

rP 704 iAf 通信設定ファイル」（ドライバ）が正しく 
インス I ルされていることを確認します。 

1 < Windows ® XP の場台> 

I r スターり ► r コント□-ルパネル J を開く 
► r パフオーマンスとメンテナンス J 
► r システム J を開< 

< Windows ® 2000 Professional の場合 > 

r スタート J r 設定 J ► r コント□ールパ 

ネル J を開 <► r システム J を開< 

2 r 八ードウエア J タブをクリック 

^ ► r デバイスマネージャ J をクリックする 


rP 704 i / i 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス 
トールすると、む下のドライバがインストールされま 
す。 


デバイス名 

P 704 i ) U 通信設定ファイル（ドライバ）名 

ポート （ COM と LPT ) 

- FOMA P 704 iA / Command Port 
- FOMA P 704 iA / OBEX Port 

モデム 

- FOMA P 704 iyu 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント□-ラ 

- FOMA P 704 iyU 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには 
P .8 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .18、 P .28 参照。 


各デバイスをクリックして、インストール 
されたドライパ名を確認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム 」、 「USB (Universal 
Serial Bus ) コント□-ラ」の下にすベてのドライバ名び 
表示されていることを確認します。 



Windows ® XP の場合 


] 通信設定ファイル（ドライバ）をアン 
っ ソん 卜ールす。 _ 

^ P 704 i ^^通信設定ファイル」（ドライバ）のアンイ 

ンス I -ールが必要になった場台（バージョンアップす 

る場台など）は、次の手順で巧ってください。ここで 

は Windows ® XP を例にしてアンインス I ルを説 

明します。 

• 必ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザ ーで 行ってください。 

\ FOMA 端末とパソコンび FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続されている場ちは、 
FOMA US 己接続ケーブルを取りかす 

2 r スタート J ► r コント□ールパネル J 
► r プログラムの追加と削除 J を開< 

3 [FOMA P 704 iAi USBJ を還択して、 
r を更と削除 J をクリックする 

4 roKj をクリックずる 



Windows ® 2000 Professional の場合 
《 COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 


r はい J をクリックして Windows ® を再起 
動する 

ツ上でアンインス I ルは終了です。 

•「しル^え」をク U ックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 



•「 P 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス!-ールす 
るとをに、途中でパソコンから FOMA USB 接続ケーブルを抜 
いてしまったり、「キャンセル」ボタンをク U ックしてインス 
I ルを中止してしまった場合は、 「 P 704 iAi 通信設定ファイ 
ル」 （ ドライバ）び正常にインス I -ールされない場合びあります。 
このような場合は 、 「FOMA P 704 iAi 用 CD - ROM 」 内の 「USB 
加 ver 」 一 rWin 2 k _ XPJ を開き 「 p 704 iuun . exe 」 を実行 
して rP 704 iAy 通信設定ファイル」（ドライバ）を一度削除し 
てから、再度インス!ルし直してください。 
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FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です 。 「FOMA PC 設定ソフト」を使う 
と、簡単な操作で!; TF の設定がでさます 。 「FOMA 
PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信や 64 K 
データ通信を設定することもできます。 （ P .18、 
P .28 参照） 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤルアッ 
プの作成」や「通信設定最適化」などをかんたんに行います。 

■通信設定最適化 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定最適化び必要にな 
0ます。 

■接続先 ( APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、目 4 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 （ cid ) を 
接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid 《 の1まには mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 び、 ci がの3番には m 叩 era U の接続先 （ APN ) 
[ mopera . netj び登録されていますび、その他のプ□バイダや 
企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定び必要にな 
0ます。 

《 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 



• 10「 W - TCP 設定ソフト」、旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」 
または、本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 4.0.0) よ 
り!^ツ前のバージョンをインス I -ールされている場合は、あらか 
じめそれらのソフトをアンインス I ルしてください。 


FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


夕 STEP 1ソフトのインス I ル 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス!ルしま 
す。 

インストールち法については P .8 参照。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（パ'-ジョン 4.0.0) より!^ツ前 
のバージョンびインス!ルされている場合は、本 「FOMA 
PC 設定ソフト」をインス!ルでをませんので、あらかじ 
めアンインス!ルしてください。旧 「 W - TCP 設定ソフト」 
および、旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」びインス! 
ルされているといラ画面び出た場合は P .9 参照。 



STEP 2 設定前の準備 


各種設定前の準備をしまず。 

各種設定の前に FOMA 端末にパソコンび接続され、正しく 
認識されていることを確認してください 。 FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）の取り付けち法ついては P .3 参照。 

FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、各 
種設定および通信を行えません。 FOMA 端末びノくソコンに 
正しく認識されているか確認するには P .6 参照。 

「 P 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ル 
ち法については P .4 〜 P .6 参照。 



STEPS 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 


かんたん設定からパケツト通信を設定する 
「 moperaU 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .10 

「 nraperaU 」 または 「m 叩 era 」 从外の 

プ□バイダを利用する場合 . P .1 1 

かんたん設定から 64 K データ通信を設定する 
「 nraperaU 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .13 

「 nraperaU 」 または 「m 叩 era 」 从外の 
プ□バイダを利用する場合 . P .13 


パケット通信性能を最適化するには P .1 目参照。 
接続先 （ APN ) を設定するには P . 17参照。 
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FOMA PC 設定ソフトをインストー 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケツト通信や 64 K 
データ通信を行ラには、通信に関するさまざまな設定が 
ぶ、要です。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使うと、簡単な操作でダイヤル 
アツプ、通信設定最適化や接続先 ( APN ) の設定びできます。 
• お、ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 


1 FOMA PC 設定ソフトインストール時 
のを思 


FOMA 端末びパソコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールする前に、 
パソコンのデバイス上に 「 P 704 i / i 通信設定フアイ 
ル」（ドライバ）が正しく登録されている必要があり 
ます。 （ P . 巨参照） 


■ FOMA 端末をはじめてパソコンに接続ずると 

下のよラなウィヴードび開始されます。 

FOMA データ通信を利用するには、ご利用のパソ]ン側に、 
FOMA 端末び「通信デバイス」として登録されている必要びあ 
0ます。 

「 P 704 i ； u 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ルにつ 
いては P .4 〜 P .6 参照。 


巧しい A - ドウエアの巧化ウィ 

ザート- 

资 

このウイザ-ドでは、汝航トドウ巧に'ぶ軍ねリフトウ I アをイシストルします： 

FOMA P704iM 

違ぉ漉茲鄰居歡縱拔けちはフロ，トディ 

イシストールがちを谨んでください。 

〇リフトな E ァを自かめにインスト-ルずる雕奨)巧 

跑理 E 願 :: m 里 職 

攝行すなこは、じたへ]をゥり》。して做い。 


I <戻るお）IIみへ卿> 


Iキサ地レ ] 


1 FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
I する 

ここでは Windows ® XP にインス I -- ルずるときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

1 付属の rFOMAP 704 iAi 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットする 

2 「FOMA PC 設定ソフト」をインストールするには 

^ r データリンクソフト-各種設定ソフト J を 
クリックする 


メニューび動作する推奨環境は Microsoft ® Internet 
Explorer 6.01；!降です。お使いのパソコンび推奨環境を満た 
さないとをや、 CD - ROM をセツトしてもメニューび表示さ 
れない場合は次の手順で操作してください。 

マイコンピュータなどで CD - ROM を参照して、 
「 FOMA _ PCSET 」 フオルダ内にある 「 se 山 p _4.0.0. exe 」 
をダブルク U ックしてください。手順4へ進みます。 


•「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル中にこの画面び 
表示された場合は画面を閉じてください。 



FFOMA PC 設定ソフト J の r インストー 
ル J をクリックする 



r インス!-ール」をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキユ U ティの設定によって表示されますび、 
使用には問題ありません。 

• r ファイルのダウン□-ドーセキユリティの警告」 
ウインドウび表示された場合 

「実す于」をク1」ックしてください。 



•「Internet Explorer — セキユリテイの警告」 
ウインドウび表示された場合 

「実行する」をク U ックしてください。 
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次ページにつづく 



























































































4 r 次へ j をクリックずる 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムび 
ないことをご確認ください。ご使用中のプ□グラムびあった 
場合は、「キャンセル」をク U ックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保を終了させたあとインス I -ールを再開してくださ 
い。 

•「旧 W - TCP 設定ソフト」、「旧 FOMA データ通信設定ソフ 
卜」および n 日 FOMA PC 設定ソフト」びインス! -- ルさ 
れているといラ画面び出た場合は P .9 参照。 

5 内容をご確認の上、契約内容にご同意いた 
^ だける場合は、 r はい J をクリックする 

0 セットアップタイプを選択する 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」を常駐 
させるかどラか選択でをます。常駐する場合は「タスクトレ 
イに常駐する」にチェックを付けて、「次へ」をク U ックし 
てインス I -ールを続けて < ださい。 

♦ r タスクトレイに常駐する」のチェックを付けなかった場 
合でわ 「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」一 r 通信設 
定最適化をタスクトレイに常駐させる」を選択することに 
より設定変更可能です。 



7 インストール先を確認して、 r 次へ J をク 
IJ ックする 

変更する場合は、「参照」をク U ックして、任意のインス 
I -ール先を指定して「次へ」をク U ックしてください。 
(異なったドライブにちインス I ルでをますび、八ード 
ディスクスペースなどの問題びなければそのままお進み<だ 
さい。） 



8 プログラムフォルダのフォルダちを確認し 
て、 r 次へ J をクリックする 

変更する場合は、新規フォルダ名を入力して、「次へ」をク 
1」ックしてください。 



9 r 完了 J をクリックする 

セットアップび完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操 
作画面び起動します。 


■「FOMA PC 設定ソフト」インス!ル時の画面表示 

旧 rW - TCP 設定ソフト」びインストールされている場合 

警告画面び表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧ノ（ージョンの 
rW-TCP 設定ソフト」をアンインス!ルしてください。 

旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」びインストールされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインス!ルしてください。 

本 「FOMA P 巳設定ソフト」（パージョン 4.0.0) より W 前の 
パ’ージョンびインス I ルされている場合 

警告画面び表示されます。 

r アプ U ケーションの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA 
PC 設定ソフト」をアンインス!ルしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を押した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面び表示されます。インス!-ールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
U ックし、「完了」をク1」ックしてください。 


■「FOMA PC 設定ソフト」のパージョン情報の確認について 



「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」一「パ'-ジョン情報」 
を選択します。 

「FOMA PC 設定ソフト」のバージョン情報び表示されます。 
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Qip 信ポ 卜指定について 


通信の設定を行う 

パケット通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定でをる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がパソコンに接続されている 
かご確認ください。 

1 r スタート J ► r ずべてのプ□グラム J 

► rFOMA PC 設定ソフト J 

► rFOMA PC 設定ソフト J を開く 

〈 Windows ® 2000 Professional の場合> 

「スターり 一「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

一 rFOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続ち法」および 
「接続プ□バイダの情報」に従い、表示される設問に対する 
選択-入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアッ 
プを作成でをます。 

-「かんたん設定」からパケット通信を設定する場合は 
P . 10参照。 

-「かんたん設定」から 64 K データ通信を設定する場合は 
P . 13参照。 

-「通信設定最適化」を設定する場合は P .1 目参照。 

-「接続先 （ APN ) 設定」をする場合は P . 17参照。 



1 [FOMA PC 設定ソフト J の r メニュ ー J 
► r 通信設定 J を還択する 

-自動設定（推奨） 

自動的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

- COM ポート指定 

COM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の FOMA 端 
末び接続されている COM ポート番号 （ C 0 M 1 〜 99) を 
指定します。 



• COM ポート番号の確認ち法については P . 19参照。 


2 roKj をクリックする 

設定び適用されます。 


1 かんたん設定か6パケット通信を選択 
する 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


パケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。優信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
/ 「 mopera 」 をご利用いただけまず。 

1 r かんたん設定 J をクリツクする 



だュ—処 



2 r パケット通信 J を選択して、 r 次へ J をク 
リックする 

「パケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 

3 rrmopera UJ への接続 J または 

^ rrmoperaj への接続 J を選択して 、 HR 
へ J をクリックする 

mopera U を利用する場合は ffmopera UJ への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 m 叩 era 』 への 
接続」を選択します。 

rrmopera UJ への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

■「 moperaU 」 または 「 m 叩 era 」 从外のプ□バイダをご 
利用の場合は P .1 1参照。 
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roKj をクリックずる 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力して、 r 次へ J をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定でをます。わかり 

やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「¥」17」「:」鬥「?」 ru 「<」「>」「1」「’」は入 
力でをません。 

• 本端末は PPP 接続のみに対応しておりますので、接続ち 
式は 「 PPP 接続」を選択してください。 

■ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
してください。 「 moperaU 」 および 「 m 叩 era 」 に接続 
する場合は発信者番号び必要です。「設定しない」または 
n 8目を付加する」を選択してください。 



r 巧へ J をクリックする 

接続先び 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でち接続でをます。 

• ユーヴーの選択は任意に行ってください。 


9 roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .]4 参照） 

■「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要びあります。 



「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 外の 
プ□バイダを接続先として利用する場ち 


パケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。優信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 
「 mopera 」 む外のプ□バイダを利用する場台は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場台があります。 

1 r かんたん設定 J をクリックする 



2 r パケット通信 J を選択して、 r 次へ J をク 
リックする 

「パケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 


r 最風ヒを行引にチェックを付け、 r 巧へ J 
をクリックする 


r その他 J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
する 


♦すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認画 
面は表示されません。 


「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 


設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 
ずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

♦設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 

• r デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカツ 卜び作成されます。 


4 roKj をクリックする 

■パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 
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接続名を入力ずる 

現在作成している接続の名前を自由に設定でをます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「¥」17」「:」鬥「?」「!」「<」「>」「 I 」「’」は入 
力でをません。 

♦「接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で rmopera . ne.jp 
( PPP 接続)」び設定されていますび、「接続先 （ APN ) 
設定」画面に進んでください。 

■ダイヤルアップ時に発信ち番号通知を行ラかどラかを選択 
します。発信者番号通知の設定については、ご利用になる 
プ□バイダの指示情報に従ってください。 


かんたん設を 


「バケッ ト巧價綻- 

括椅る： [fomS 

モ了ムを： [FOMA P704i が 

巧続ホ (APN) の遇巧： |moper 立 ne.jp(PPP 巧続) 3 

操商を (APN) 記ち.. I 

発情を ま 号巧知： 186を巧加する<)1知する） 

广 1削を巧加する站おしねい） 

广 設定しねい 


詳細‘语沛の設定 ... J 


く戻る运 ） J 巧ソ\ (が > ] キサンたル I 


愼続先 （ APN ) 設定 J をクリックする 

お買い上げ時、番号 （ cid ) 1には 「 mopera . ne . jp 」 び、番 
号（加）3には 「 mopera . net 」 び設定されています。「追 
加」をク U ックして、 r 接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
FOMA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、 「 OK 」 をク U ックします。 

「パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した接 
続先 （ APN ) を選択して、よろしければ 「 OK 」 をクリック 
して < ださい。 

♦本端末は PPP 接続のみに対応しておりますので、接続ち 
式は 「 PPP 接続」を選択してください。 

プ□バイダの接続先 （ APN )、 対応する接続ち式について 
は、各プ□バイダにお問い合わせください。 




g r 次へ J をクリックする 

9 ユーザー名 • パスワードを設定して、 r 巧 
へ J をクリックする 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字-小文字など 
にミ主意し、正確に入力してください。 

• ユーヴーの選択は任意に行つてください。 



1 nr 最適化を巧う J にチェックを付け、 r 次へ J 
IV をクリックする 

■すでに最適化されている場合、最適化を行ラための確認画 
面は表示されません。 

11 設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

■設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

12 roKj を夕 U ッタずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .]4 参照） 

■「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要びあります。 



r 詳細情報の設定 J をクリックする 

rip アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して roK 」 をク U ックします。 
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1 かんたん設定か 664 K データ通信を選 
択する 


「 moperaU 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場含 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 をご利用いただけます。 

1 r かんたん設定 J をクリツクする 



2 r 64 K データ通信 J を選択して、 r 次へ J を 
クリックする 

「64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

3 rrmopera UJ への接続 J または 
rrmoperaj への接続 J を選択して 、 HR 
へ J をクリックする 


5 r 次へ J をクリックする 

接続先び rmopera U 」 または rmopera 」 の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でち接続でをます。 

• ユーヴーの選択は任意に行つて < ださい。 

a 設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 
W する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

■設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカットび作成されます。 

7 roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .]4 参照） 



「 m 叩 era U 」 または 「 m 叩 era 」 外の 
プ□バイダを接続巧として利用する場合 


巨 4 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
rmopera 」 む外のプ□バイダを利用する場台は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場台があります。 


mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

♦「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 从外のプ□バイダをご利 
用の場合は P . 13参照。 

4 接続名を入力して、 r 次へ J をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定でをます。わかり 
やすい名前を r 接続名」欄にご入力ください。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 704 iAi び表示され 
ていることをご確認ください。 

•半角の「¥」17」「:」「*」「?」 ru 「<」「>」「1」「’」は入 
力でをません。 

•ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
してください。 rmopera 川および 「 mopera 」 に接続す 
る場合は発信者番号び必要です。 


r かんたん設定 J をクリックする 




■オート設定(推貧）一 

ち織讓黯銭協該省德雜 

巧ってかんたんに行います。 

かんたん設を 




2 r64K データ通信 J を選択して、 r 次へ J を 
クリックする 

「 64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

7 r その他 J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
する 


64 K デ-夕溫言設定- 

巧続を： [FOMA 

モデムの度巧： [ fOMA P 704 ぃ '^1 

発情を宙ち巧か： 186をけ加する巧がする） 

广184をけ加する诚かしねい） 
r 設定しねい 


「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 


mopera U 及化 mopera 巧続では発信をま号巧知びぶ里です。 
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ダイヤルアップ情報を入力ずる 

「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 从钟の旧 DN 同期 64 K 対 
応プ□バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 
①接続名の入力（任意） 

③モデムの選択 （FOMA P 704 i /^) 

③ プ□バイダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

④ ダイヤルアップ時に発信ち番号通知を行ラかどラかを選択 
します。 

プ□バイダ情報を元に正しく入力してください。 

•発信ち番号通知の設定については、ご利用になるプ□バイ 
ダの指示情報に従ってください。 

■ r 接続名」欄に半角の「句「/」「:」「*」「?」「!」「<」「>」 
「 I 」「"」は入力でをません。 


641(デ、 


設定情報の確認をして、恃了 J をクリック 
する 


設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

■設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカットび作成されます。 

9 roKj をクリックする 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .]4 参照） 



モデムの进巧: 
巧話をち： 


| F 0 MA 


| F 0 MA P 704 い 

zi 



発(I电呑号巧加 P 186を订加する巧なする） 
广1削をけ加する巧なしない》 
广設定しない 


詳あ田馆祀の設定 ..I 


<戻る® 且ホへ(が> ] キ杞セル I 



設定した通信を実行する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 


デスクトップのダイヤルアップの 
ショートカツトアイコンをダブル 
クリックする 



r 詳細情報の設定 J をクリックする 

rip アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
备種アドレスを設定して roK 」 をク U ックします。 

r 次へ J をクリックする 

ユーザー名 • パスワードを設定して 、 HR 
へ J をクリックずる 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字-小文字など 
にミ主意し、正確に入力してください。 

• ユーヴーの選択は任意に行ってください。 



通信設定で作成された FOMA 接続のショートカットアイコンを 
開< と、通信接続を開始するための接続画面び表示されます。 
♦ショートカットアイコンびない場合は1；(下の操作でアイコ 
ンを表示します。 

< Windows ® XP の場合> 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」 

一「通信」一「ネットワーク接続」 

〈 Windows ® 2000 Professional の場合> 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「通信」 
一「ネットワークとダイヤルアップ接続」 

2 ユーザー名、パスワードを入力し、[■ダイヤ 
ル J をクリックする 

•「 moperaU 」 または 「 m 叩 era 」 の場合はユ ーヴー 名、 

パスワードについては空欄でを接続でをます。 

• r 次のユーヴーび接続するとを使用するために、このユー 
ヴー名とパスワードを保存する」にチェックを付けると、 
このユーヴーもしくはすべてのユーヴーは次回から入力す 
る必要びなくなります。 
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タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
して、接続されたことを確認する 

♦ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
テメールなどを利用でをます。 




i ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接 
続を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必要にな 
ることびあ0ます。 

■通信中は FOMA 端末の消費電力び大をくなります。 

>パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

|1 ^ ~ ~~ r\ 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「ム」（通信中、データ受信中） 

「&’’」（通信中、データ送受信なし） 

「卜」（発信中、または切断中） 

「 tr 」 （着信中、または切断中） 

>64K データ通信中は、 FOMA 端末に r 卜」び表示されます。 

I 圓 Till U ： 由し I 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
する 



FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
トールする 

n アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインス!ルする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 


起動中のプ□グラムを終了ずる 


■「通信設定最適化ソフト」を終了しま 
す。 

ウィンドウち下タスクトレイの 
「通信設定最適化ソフト」をちク U ッ 
クして、「終了」を選択します。 


I も クリック) 


通 ffiS ち鼠適化. 
削ちざせない 



■「FOMA PC 設定ソフト」を終了します。 

「FOMA PC 設定ソフト」ち下にある「終了」をクリック 
します。 

■「FOMA PC 設定ソフト」や「通信設定最適化ソフト」び 
起動中にアンインス!-ールを実行しよラとすると、下のよ 
ラな画面び表示されます。アンインス!-ールプ□グラムを 
中断し、それぞれのプ□グラムを終了させてください。 




2 r 切断 J をクリックする 


~~ ■綱凶— - 

♦ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

♦パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 
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n アンインストールをする 

ここでは Windows ® XP でアンインス I ルすると 
きの画面を掲載しています。お使いのパソコンにより 
画面の表示が異なります。 

• 必ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 

1 r スタート J ► r コント□ールパネル J 
► r プログラムの追加と削除 J を開< 

〈 Windows ® 2000 Professional の場合> 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」一「アプ 
U ケーシヨンの追加と削除」 

2 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
A を選択して、 r 削除 J をクリックする 



離諭な 


フ D クラ A の 
はちぶ旋処 


通信設定最適化 
n 通信設定最適化ソフトの役割 

r 通信設定最適化」は FOMA ネットワークでパケット 
通信を行う勵こ、 TCP / IP の伝送能力を最適化するた 
めの 「TCP パラメータ 設定」ツールです。 

FOMA 端末の通信性能を最大限に活用する前に、こ 
のソフトウェアによる通信設定の最適化が必要です。 
r かんたん設定」で「最適化を巧う」にチェックを入 
れてダイヤルアップを作成した場台、ここでは最適化 
を巧う足、要はありません。 

G 最適化の設定と削除 


Windows ® XP の場含 


Windows ® XP の場台はダイヤルアップごとに最適 
化設定び可能です。 

1 く 「FOMA PC 設定ソフト」か5操作する場合> 

■ 「FOMA PC 設定ソフト J を起動して、 
「マニュアル設定 J の r 通信設定最適化 J を 
ク U ツクする 


3 削除ずるプログラムちを確認して、 r はい J 
^ をクリックする 

アンインス!-ールび実行されプ□グラムび削除されます。 


「■マニュアル設ミ- 

ド is モ卜 FOMA の;{ケット細 f 速度を最ス限に発巧するため 

jft に J 、•ソコン巧の巧慢試ち (W-TCP 設定)ぞ最迪化しま 

巧ちが APN 簡ミ^絡浩避 f を巧う隙こぶ項な括简が APN) の設ミ 


4 r 完了 J をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルび終了します。 


■ r 通信設定最適化」を解除するには 

通信設定最適化されている場合は、下の画面び出ます。通常は 
「はい」をク U ックして、最適化を解除してください。 



設定を有効にするために、「はい、今すぐコンピュータを再起動 
します。」を選択して、「完了」をク U ックしてください。 



<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの r 通信設定最適化アイコン J 
をクリックして、プ□グラムを起動する 



<システム設定が最適化されていない場台> 

r 最適化を行う J をクリックする 

「384 Kbps 」 を選択して最適化を行ってください。 

最適化するダイヤルアップを選択し、「実行」をク U ックす 
ると、システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化 
び実行されます。 

<システム設定が最適化されている場台> 

内容の変更などびある場合は設定を行ってください。 

<最適化を解除する場台> 

ダイヤルアップ接続のチエックをかす 
► r 実行 J ► roKj をクリックする 

FOMA 端末似外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 


3巧信設ミを 追 化(タイヤルアサブ巧巧> 


[ foma ; 巧■ット巧悟巧のタイヤルアッブぞ进巧してください。 


を滿ヒI变更 

I速ち I 

I 現な 

Iタイヤルアッブを 

1モデムを 1 

回お 

384kbps 

栽おピ 

FOMA 

FOMA P704 い 

□する 

384Kbps 

が最適化 

moperal 

FOMA P704iM 

回する 

384Kbps 

最娜ヒ 

ドコモワールド 

FOMA P704 い 

回するあり 

384Kbps 

が最通化 

会社巧 

FOMA P704iM 

□する 

384Kbps 

が最適化 

白ま巧 

FOMA P704 い 




実行 

1 キャンたル 1 


システム設定 J XF0MA バケット巧 ff 用に設定したバソコン巧の設定を招除します。 
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roKj をクリックずる 


4 r はい J をクリックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


Windows ® 2000 Professional の場含 


< 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

rFOMA PC 設定ソフト J を起動して、 
r マニュアル設定 J の r 通信設定最適化 J を 
ク U ツクする 


m—9— -77||.3 ル *^ 


‘… で'' 運誦雕 —— …' 1ち 

L 巧ちホ (APN) 設ミィバケツト巧憎を巧う隙にぶ、里な搜続ホ <APN> の設ミ 



<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの r 通信設定最適化アイコン J 
をクリックして、プ□グラムを起動する 


接続巧 ( APN ) の設定 

パケット通信を行ラ場台の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA パケット通信の接続制こは、巨 4 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじ 
め接続先毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録ま 
号 （ cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続します。 
cid に ontext Identifier ) とはパケット通信の接続 
% ( APN ) を FOMA 端末に登録するま号のことです。 
( P .21 参照） 

1 [FOMA PC 設定ソフト J を起動して、 

I r マニュアル設定 J の愼続巧 （ APN ) 設 

定 J をクリックする 

「■マニュアル試を-1 

せ信記定ちち化ち>^驢^^ 

^かちホ (APN) 訪产バケット谢言釘巧隙こぶ、要な煤^の設ミ 


〔 夕 IJ ツタ J 

¢711 


17:20 


く最適化されていない場合> 

r 最適化を行う J をクリックずる 


2 roKj をクリックずる 

rOKJ をク U ックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの r フアイ 
ル」-> 「 FOMA 端末から設定を取得」からわ読み込めます。 


「384 Kbps 」 を選択して最適化を行ってください。 

く最適化されている場合> 

r 最適化を解除する J をクリックする 

FOMA 端末似外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 

roKj をクリックする 
r はい J をク IJ ックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


3 接続先 ( APN ) の設定をする 

• FOMA 端末び接続されていない場合、この画面は表示さ 
れません。 



接続先 （ APN ) の追加’編集-削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
して < ださい。 

-登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をク U ックします。 

•登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して「削除」をク U ックしてくだ 
さい。 

※「加1」と rcid 3 J に登録されている接続先 （ APN ) 

は削除できません。 （ rcid 3」 を選択して r 削除」をク U ッ 
クしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 に戻 
0ます。） 

ファイルへの保巧 

メニューの「ファイル」^「上書を保を」/「名前を付けて 
保を」からの操作で、 FOMA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保をしたりでをます。 

ファイルからの読み込み 

メニューの「ファイル」一「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 
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FOMA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

メニューの「ファイル」^ 「 FOMA 端末から設定を取得」 
からの操作で、接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末から読み 
込めます。 

FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情報の書き込み 

「 FOMA 端末へ設定を書を込む」をク U ックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書を込めます。 
なお、 IP 接続に対応していない FOMA 端末に、 IP 情報は書 
を込めません。 

ダイヤルアップ作成機能 

接続先 （ APN ) 設定画面上で追加-編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をク U ックする 
と、パケット通信ダイヤルアップび作成でをます 。 FOMA 
端末に接続先 （ APN ) 情報の書を込みびされていない場合 
は、 FOMA 端末設定書を込み確認画面び表示されますので、 
「はい」をク U ックします。書を込み終了後、「パケット通信 
ダイヤルアップ作成画面」び表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント-パスワードの設定」 
をク U ックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でも接続でをます。） 

ユーヴー名とパスワードを入力し、使用可能ユーヴーの選択 
をして 「0 K 」 をク1」ックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定び指示されている場合、「詳細情報の設 
赴をク U ックし、必要な情報を登録後、 rOK 」 をクリッ 
クして < ださい。 

設定入力び完了したら、 「 OK 」 をク U ックしてください。 
ダイヤルアップび作成されます。 

「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 を利用する場合は P . 10参 
照。 

「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 从外のプ□バイダを利用 
する場合は P .]] 参照。 



•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要びあります。 

■パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してくださし、。 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

n パケット通信の設定をする _ 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

パケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を巧うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必 
要です。ここでは、 Windows ® 標準添付の 「 A イ 
パーターミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
または 「 mopera 」 をご利用になる場 S ホ、接続先 
( APN ) の設定 （ P .20 参照）は不要です。 

発信を番号通知/非通知の設定 （ P .21 参照）は必要 
に応じて巧います 。 （「mopera U 」 または 
「 mopera 」 をご利用の場台は、「通知」に設定ずる必 
要があります。） 

< AT コマンドによるパケット通信設定の流れ> 


COM ポートま号を確認する （ P . 19参照） 


AT コマンド入力をヴポートする通信ソフトを起動する 
( P .20 手順3参照） 


接続先 （ APN ) の設定をする （ P .21 手順7参照） 


発信を番号の通知/非通知を設定する 
( P .21 手順2参照） 


その他の設定をする （ P .47 参照） 


通信ソフトを終了する （ P .21 手順9参照) 


■ AT コマンドについて 

♦ AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末 
は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自の 
AT コマンドをサポートしています。 

• AT コマンドを入力することによって、パケット通信や FOMA 
端末の詳細な設定、設定内容の確認(表示）びでをます。 

•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1回」と入 
力して < ださい。 
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n COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行ラ場合、 「 P 704 iAf 通信設定ファ 
イル」（ドライバ）のインストール後に組み込まれ 
た rF 0 MAP 704 iyLd (モデム）に割り当てられた 
COM ポート番号を指定する必要があります。確認方 
法はご利用になるパソコンの OS によつて異なりま 
す。 

• ドコモのインターネツト接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場台、接続先 （ APN ) の設定び不要 
なため、モデムの確認をする必要はありません。 


Windows ® 2000 Professional の場合 


1 r スタート J ► r 設定 J 

► r コント□ールパネル J を開< 

2 r コント□ールパネル J の r 電話とモデムの 
^ オプション J を開< 

^ mf 在地情報 J の画面び表示された場合は、 
^ r 市か局番 J を入力して、 roKj をクリツ 
クずる 


Windows ® XP の場合 


1 r スター Ki ► r コント □-ルパネル J を開く 

2 r コント□ールパネル J の r プリンタとその 
他の八ードウエア J か5 r 電話とモデムの 
オプション J を開< 

3 r 所在地情報 J の画面び表示された場さは、 
r 市か局番/エリアコード J を入力して、 
roKj をクリックする 

A r モデム J タブを開を 、 [FOMA P 704 iAiJ 
の ns 続先 J 欄の COM ポート番号を確認 
して、 roKj をクリックする 

■確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .20 参照）で使用します。 

■プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



A r モデム J タブを開を 、 FFOMA P 704 iAiJ 
の r 巧続先 J 欄の COM ポート番号を確認 
して、 roKj をクリックする 

■確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .20 参照）で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 
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n ち続巧 （ APN ) の設定をする 

パケット通信を行ラ場台の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 
10の rcidj ( P .21 参照）というま号で管理されま 
す。 

fmopera UJ または 「 mopera 」 をご利用になる場 
台は、接続巧 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が rxXX . abc 」 で、 

FOMA USB 接続ケースレ（別売）を利用した場合を 
例として説明します。実際の APN はインターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理をにお問 
い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .22 参照）での接続先ま号となります。 


Windows ® XP の例 


1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
を接続する 

2 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA US 己接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 


5 接続方法を還択する 

く 「FOMA P 704 iAd の COM ポート番号を選 
択でさる場合> 

「接続方法」で 「FOMA P 704 iA /」 びインス!-ールされた 
COM ポート番号を選択して 「0 K 」 をク U ックします。 

このあと手順6へ進んでください。 

•ここでは例として「 COM 3」を選択します。実際に「接 
続ち法」で選択する 「 F 0 MAP 704 i 如の COM ポート 
番号については P . 19参照。 



C 0 M 8 

TCP/IP ( Winsock ) 


3 八イパーターミナルを起動する 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセヴ U 」 一 
「通信」^「八イパーター三ナル」を開をます。 

八イパーターミナル起動後に、「『既定の Telnet 』 プ□グラ 
ムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につをましては、パソコンメーカおよびマイク□ソフ 
卜にご確認ください。 

• Windows ® 2000 Professional では、パソ]ンで 
「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 一「通信」 
-「八イパーター三ナル」を開をます。 


< 「FOMA P 704 i / i 」 の COM ポート番号を選 
択でさない場合> 

「キャンセル」をク U ックして r 接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行って < ださい。 

(1) 「ファイル」メニュ ー-► 「プ□パティ」を選択します。 

(2) 「 Sample のプ□パティ」画面の「接続の設定」タブの 
「接続ち法」の欄で rF 0 MAP 704 i ； u 」 を選択します。 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使ラ」のチェックを外しま 
す。 

(4) rOKJ をク U ックします。 


r 名前 J の欄に任意の名前を入力して、 
roKj をクリックする 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 



このあと手順7へ進んでください。 



g COM ポート番号のプロパティび表示され 
るので、 roKj をクリックする 

■手順5で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 
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7 接続巧 （ APN ) を設定ずる 

AT + CGDCONT = cid ,|’ PPp | V ’ APN |’ の形式で入力します。 
cid : 2もしくは4〜]0までのラち任意の番号を入力しま 
す。 

※すでに cid び設定してある場合は、設定び上書をされます 
のでミ主意してください。 

I ’ PPP " についてはそのまま I ’ PPP " と入力します。 

" APN " : APN を""で囲んで入力します。 

(例： cid の2番に XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT+CGDC0NT=2,|’PPpiV’XXX.abc|’ 

入力後回を押して、 0 K と表示されれば APN の設定は完了 
です。 

• 現在の APN 設定を確認したい場合は、 

「 AT+CGDCONT ?回」と入力します。 

APN 設定び一覧で表示されます。 



3 roKj と表示されることを確認する 



r ファイル J メニュー ► r 八イパーターミ 
ナルの終了 J を選択して、八イパーターミ 
ナルを按了する 


♦「現在、接続されています。切断してちよろしいですか？」 
と表示されたとをは、「はい」を選択して<ださい。 
♦「セツシヨン XXX を保存しますか？」と表示されますび、 
特に保をする必要はありません。 


~~ ■組材— - 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要びあります。 

■パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
ま号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 
•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1 回」と入 
力してください。 


■cid (登録番号）について 

FOMA 端末には cid 1から cid 10までの登録番号びあり、お買い 
上げ時、 cid 1には 「 mopera . ne . 山」び、 cicl 3 には 
rmopera . net 」 び接続先 （ APN ) として登録されています。 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 从外に接続する場合は、 cicl 2 
と cid 4 〜]0のいずれかにプ□バイダまたはネットワーク管理 
ちより指示される接続先 （ APN ) を設定する必要びあります。 


お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 （ cid ) 

接続先 ( APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4-10 

未設定 


■ cid に登録した接続巧 ( APN ) に接続するときの「電話番号」 
について 

「*99* * *< cid ま号>#」 

(例） cid 2 に登録した接続先 ( APN ) に接続する場合 
*99* * *2# 


■接続巧 ( APN ) 設定のリセット/確認について 

接続先 （ APN ) 設定の U セット/確認を AT コマンドを使って行 
います。 

接続巧 ( APN ) 設定のリセット 

U セットを行った場合、 cid = l の接続先 （ APN ) 設定び 
rmopera . ne.jpJ (初期値）に、 cid =3 の接続先 （ APN ) 設定 
び 「 m 叩 era . net 」 （初期値）に戻り、 cicl =2 と cicl 4 〜10の設 
定は未登録となります。 

(入力ち法） 

AT + CGDCONT =0 (すべての cid を U セットする場合） 
AT + CGDC 0 NT 二 〈 cid 〉 口（特定の cid のみ U セットする場合） 

接続先 ( APN ) 設定の確認 

現在の設定内容を表示させます。 

(入力ち法） 

AT + CGDC 0 NT ? 囚 


n 発信を番号の通知/巧通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定娘続 
先にお客様の発信ち番号を通知するかどうかの設定） 
を行えます。発信ち番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知ずる際には十分にご注意ください。発信者き 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行ラ 
前に AT コマンド （* DGP 旧コマンド）で設定できま 
ず。 


1 r 八イパーターミナル J などの通信ソフトを 
I 起動する 

♦「八イパーター三ナル」での操作ち法については P .20 参 
照。 

2 * DGPIR コマンド （ P .49 参照）で発信ち 
^ 番号の通知/非通知を設定する 


参発信/着信応答のとをに自動的に] 84 (非通知）を付け 
る場合は、 

AT * DG 円 R =1 回と入力します。 

•発信/着信応答のとをに自動的に18目（通知）を付ける 
場合は、 

AT * DG 円 R =2 回と入力します。 



3 roKj と表示されることを確認する 
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• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合は、発信者番号を「通畑に 
設定する必要びあります。 

•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1 回」と入 
力してください。 


■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定 （ P .22 参照）でを、接続先 
の番号に] 8目（通知）/184 (非通知）を付けることびでを 
ます。 

* DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方 
で186 (通知）/184 (非通知）の設定を行った場合、下 
のよラになります。 


ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(cid = 3の場合） 

* DGPIR 

コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

ホ99ホホホ3# 

設定なし 

通知 


非通知 

非通知 


通知 

通知 

] 84去99去ホ去3# 

設定なし 

非通知 


非通知 

(ダイヤルアップネットワー 


通知 

クの184び優先される） 

] 8曰ホ99去ホホ3# 

設定なし 

通知 


非通知 

(ダイヤルアップネットワー 


通知 

クの18日び優先される） 


• [mopera UJ または 「 m 叩 era 」 に接続する場合は、発信者 
番号の通知び必要です。 


( Windows ® XP でダイヤルアップ 
ネツトワー クの設定をする 


1 r スタート J r すべてのプ□グラム J 

I ► r アクセサリ J ► r 通信 J 

► r 新しい接続ウイザード J を開く 

2 r 新しい接続ウイザード J の画面び表示され 
たら、 r 次へ J をクリックする 



3 r インターネットに接続する J を還択して、 
W r 巧へ J をクリックする 


5 r ダイヤルアップモデムを使用して接続す 
る J を還がして、 r 次へ J をクリックずる 

g r デパイスの還択 J 画面び表示された場合 
は 、 FFOMA P 704 iiL £ j のみチェックを 
付けて r 次へ J をクリックずる 

♦「デバイスの選択」画面は、複数のモデムびを在するとを 
のみ表示されます。 



7 nsp 名 J の欄に任意の名前を入力して、 
r 次へ J をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



8 r 電話番号 J の欄に接続先番号を入力して、 

W r 次へ J をクリックする 

■ mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 拟外の接続先番号については P .2 1参照。 



A r 接続を手動でセットアップする J を選択し 
て、 r 次へ J をクリックする 
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Q r ユーザー名 j 、 r パスワード j 、 r パスワード 
一 の確認入力 j の欄にインターネットサービ 
スプ□バイダまたはネットワーク管理者か 
6指定されたユーザーちとパスワードを入 
力して、 r 次へ J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でを接続でをます。 



10^完了 J をク IJ ックする 


11 r ス^ 

■ ■ ► r 


r スタート J ► r すべてのプ□グラム J 
アクセサリ J ► r 通信 J 
r ネットワーク接続 J を開< 


12 ダイヤルアップのアイコンを選択して、 

■ A r ネットワークタスク J ► r この接続の設定 
を変更する J を還択する 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをク U ックしま 
す。 



タブで設定を確認ずる 

パソコンに2台似上のモデムび接続されている場合は、「接 
続ち法」の欄で r モデムー F 0 MAP 704 i ； u 」 にチェックび 
付いているのを確認します。チェックび付いていない場合 
には、チェックを付けます。また、複数のモデムにチェッ 
クび付いている場合は、 jj ボタンをク U ックして r モデムー 
F 0 MAP 704 iAi 」 の優先順位を一番上にするか、「モデム 
-FOMA P 704 i ； u 」 政外のモデムのチェックを外してくだ 
さい。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P 704 i ； u 」 に割り当てられる COM ポート番号は、 
お使いのパソコンによって異な0ます。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99* * 
*3#」を入力します。 

mopera U 政外の接続先番号については P .2 1参照。 
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i/r ネットワーク j タブをクリックして、各種 
設定を巧う 

「呼び出すダイヤルアップヴーノ（一の種類」の欄は、 
rPPP: Windows 9已 /98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコル（ TCP / IP )」を選択します。 

「日 oS パケットスケジューラ」は設定変更びできませんの 
で、そのままにしておいて<ださい。 

続いて「設定」をク U ックします。 

一般に P などに接続する場合の TCP / IP 設定は、旧 P または 
ネットワーク管理者に確認してください。 



15 すべてのチェックをかして、 [OKJ をク 
ー リックずる 



16 手順14の画面に戻り、 roKj をクリック 
ずる 


1 Windows ® 2000 Professional 
でダイヤルアップネットワークの設定 
I をする 


1 [スタート J ► r プ□グラム J 
► r アクセサリ J ► r 通信 J 
ワークとダイヤルアップ接続 J 

2 r ネットワークとダイヤル 
アップ接続 J の中の r 新しい 
接続の作が J をダブルクリツ 
クする 


3 r 巧な地情報 J の画面び表示された場合は、 
W r 市か局番 J を入力して、 roKj をクリッ 
クする 

• r 所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」 

を初めて起動したとをのみ表示されます。 

• 2 回目1；!降は、この画面は表示されず、「ネットワークの 
接続ウィヴード」の画面び表示されるので、手順引こ進ん 
で < ださい。 

A r 電話とモデムのオプション J び表示された 
5、 roKj をクリックする 

5 r ネットワークの接続ウィザード J の画面び 
^ 表示された6、 r 次へ J をクリックする 


ネットワ-ウの接綜ウィザ-ドの開始 

顯罕觀與與觀縱臟磯觀转弦 

揃于巧は王じか0を如ツルてください。 


<戻る巧:’ (]— …:巧迎 ) T 1| キャン t ル J 


r インターネットにダイヤルアップ接続す 
る J を選択して、 r 巧へ J をクリックする 



[■ネット 
を開< 



黙'^の 


7 r インターネット接続を手動で設定するか、 
または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) をほって接続します J を選択して、 
r 次へ J をクリックする 

8 r 電話回線とモデムをほってインターネット 
W に接続します J を選択して、 r 次へ J をク 

IJ ツクする 
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Q r インターネットへの接続にほうモデムを選 
択する J の欄び FFOMA P704iAiJ になつ 
ていることを確認して、 r 次へ J をクリック 
ずる 

•選択されていない場合には 、 「FOMA P 704 iA /」 を選択 
します。 

•お使いになるパソコンの動作環境によっては、下の画面は 
表示されません。その場合は、手順10へ進みます。 



10 r 電話番号 J の欄に接続先番号を入力する 

■ r 市外局番」の欄には何を入力しません。 

• r 市外局番とダイヤル情報を使ラ」のチェックをがします。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「 *99* * 
*3#」を入力します。 

mopera Ul ；! 外の接続先番号については P .21 参照。 



11 r 詳細設定 J をク IJ ックする 


12 ns 続 J タブの中の設定を巧5 

「接続の種類」、「□グオンの手続を」について、インター 
ネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指 
定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをク U ックします。 

♦「接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者へお問い合 
わせ < ださい。 



13JJ ご 


ドレスおよび DNS (ドメインネーム 
ビス）アドレスの設定を行ラ 


rip アドレス」、 nsp による DNS (ドメインネームサービ 
ス）アドレスの自動割0当て」について、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指定され 
たとおり設定します。 

すべての入力び終わったら、 「 OK 」 をク U ックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をク U ックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容については、 
インターネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管 
理者へお問い合わせください。 



巧镜アドレスI 


「IP アドレス- 

f? イシトネ，トトむ九バイ測；;よる白解阳当ての 
广巧に保用す减定姆〇: 



「EP じよる DNS がタイシネームサーピス）アドレスの自助到り当て- 

胶ドによる D 腿（わイシネ-ムサ-ら0アドレスの自新到り当て山)! 
广鞠こ棟巧する設定の： 

プライ训 DNS サーバー (曲 I 
別の DNS サ H 卜(が： I 
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1 社 r ユーザー名 j、r パスワード j の欄にイン 
ターネットサービスプ□パイダまたは管理 
者か 6 指定されたユーザー名とパスワード 
を入力して、 r 次へ J をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でも接続でをます。この場合、「ユー 
ヴー名を空白のままにしておさますか？」といラ画面と 
「パスワードを空白のままにしておさますか？」といラ画 
面び表示されます。それぞれの画面で「はい」をクリック 
して手順1己へ進みます。 



15 愼続名 J の欄に任意の名前を入力して、 
r 次へ J をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



16^いいえJ を還択して、 r 次へ J をクリック 
する 

•インターネットメールの設定をする場合は、「はい」を選 
択します。 

•設定する場合の詳細については、インターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワーク管理者へお問い合わせくだ 
さい。 

17 続いて FTCP/IPJ の設定をする 

■下の画面び表示された場合は、「今すぐインターネットに 
接続するにはここを選び[完了]をク U ックしてくださ 
し、」のチェックをがして、「完了」をク U ックします。 



igr スタート J ► r プ□グラム J 
^ k r アクセサリ J ► r 通信 J ► r ネット 
ワークとダイヤルアップ接続 J を開< 


10 手順1已で乂力した接続先名のアイコンを選 
W 択して、 r ファイル J メニュー ► r プ□パ 
テイ J を選択する 



20 r を般 J タブで設定を確認ずる 

■パソコンに2台 L ツ上のモデムび接続されている場合は、「接 
続のち法」の欄で「モデムー FOMA P 704 iAi 」 にチェッ 
クび付いているのを確認します。チェックび付いていない 
場合には、チェックを付けます。 

■ r ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていないことを 
確認します。チェックされている場合にはチェックを外し 
ます。 

•「FOMA P 704 iAi 」 に割り当てられる COM ポート番号は、 
お使いのパソコンによって異な0ます。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「 *99* * 
*3#」を入力します。 

mopera Ul ；! 外の接続先番号については P .2 ] 参照。 


全おIオプションIたキュリティIネットヮ-ゥI兴ちI 
巧続の方まの： 
pk モデム 


过ぶ! 


FOMA P704iM <C0M3) 


: A -情華56000 bps V90 モ: r ム (C0M1) 


.立! 

±i 


厂すべてのデバイスで同 b 吞号を〇视化す⑩ 


一巧巧ぬ)… 


•FOMA P703 いのをまをち- 

市ホ局番を)：_ちま番号(巳)： 


I -] p99***3# 

国まを/化巧をを(ぶ： 


その他処 J 


广タイヤル’括報をほうを） 


J 

タイヤル惜節吸) 


[7 巧樹な巧スウバーにアイコンをま示する地） 


L 0 K 
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21 r ネットワーク j タブをクリックして、各種 
設定を巧ラ 

「呼び出すダイヤルアップヴーノ（一の種類」の欄は、 
rPPP: Windows 9已 /98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 
のみをチェックします。 

続いて「設定」をク U ックします。 


过ぶ] 


をお I オプシヨ:/ 1 セキュリティネットワ-ウ I 共ち I 
呼 U 化すタイヤルアップサ-バ-の巧類を): 


J 結を)」 


チェックポックスびオンじねっている]ンボ—ネントはこの巧続でほねれますを)： 

□ S Microsoft ネットワーク巧ファイルとプリシタ巧ち 
□坦 Microsoft ネットワ-ク巧クライアシト 

インストル取..」_肖I臓 <ぶ_I _プ山!ティ(巧」 


韶拐觸纖騰難 

コルです0 


[ 0K 


22 すべてのチ王ツクをかして roKj をク 
リックする 


过ぶ! 


厂に P 化張をほうち） 

厂ソフトウ I アによる圧箱を巧う(が 
厂峯-リンウお输巧してマルチリンクをネゴシ I -卜お ( M )! 


I 0 K 


キャン t ル」 


2 3 手順21の画面に戻り、 roKj をクリック 
する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

•パケット通信による接続を行うときには P .1 巨 r 通信設定最適化」 
で通信性能を最適化ずることをおずすめしまず。最適化すること 
で FOMA ネットワークでの高速通信を最大限に生かして利用で 
きまず。最適化を行うには P .7 「FOMA PC 設定ソフト」をイン 
ス I ルしてください。 

•巨 4 K データ通信を行う場合は、 r 通信設定最適化」で最適化をし 
ないで < ださい。 

1 r スタート J ► r すべてのプ□グラム J 
I ► r アクセサリ J ► r 通信 J 
► r ネットワーク接続 J を開< 


接続先を開く 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定した 
に P 名 （ P .22 参照）のダイヤルアップの接続先アイコンを 
選択して「ネットワークタスク」->「この接続を開始する」 
を選択するか、接続先のアイコンをダブルク U ックします。 



内容を確認して r ダイヤル J をクリックず 
る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でを接続でをます。 

接続中の识態を巧ず画面び表示されます 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの□グオン処理 
び行われます。 



接続完了です 

接続び完了すると、タスクバーのインジケータから、下のよ 
ラなメッセージび数秒間表示されます。 

♦ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
テメールなどを利用でをます。 

♦ メッセージび表示されない場合は、接続先の設定を再度確 
認してください。 



■ダイヤルアップ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアップ接 
続を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必要にな 
ることびあります。 

■ 通信中は FOMA 端末の消費電力び大をくなります。 

* パケット通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 


|1 Tilly ",, 一 由し I 

「マ」 （通信中、データ送信中） 

「ム」（通信中、データ受信中） 

「 ti …」（通信中、データ送受信なし） 

「卜」（発信中、または切断中） 

「卜」（着信中、または切断中） 

• 64K データ通信中は、 FOMA 端末に「卜」び表示されます。 

|1 ^1 10 ： ~~ r| 
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切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをクリック 
する 

r 切断 J をクリックする 



~~ ■綱凶— - 

♦ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

■パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 


ネットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 
でをない）場合は、まずむ下の項目について確認して 
<ださい。 


n 64 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


巨 4 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の 
設定はパケット通信での設定 （ P .18 参照）と同じで 
ず。 

む下の点にミち意して操作してください。 

•巨 4 K データ通信では接続先 ( APN ) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続巧にはインターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワークの管理者から指定された接続先の 
電話番号を入力してください 。 (mopera U に接続する場合は 
「*8701」、 mopera に接続する場合は「*9巨01」と電話番号 
欄に入力してください。） 

• r 発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
び必要でず。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


こんなとさは 

こラしまず 

「FOMA 
P 704 iA /」 び 
パソコン上で認 
識でさない 

•お使いのパソコンび動作環境 （ P .2 参照）を 
満たしているかを確認してください。 

• rP 704 i ； u 通信設定ファイル」（ドライバ） 

びインス1-ールされているか確認して<だ 
さい。 

• FOMA 端末びパソコンに接続され、電源び 
入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）びしっ 
かりと接続されているかを確認してくださ 
い。 

相手先に接続で 
をない 

•ID (ユーヴー名）やパスワードの設定び正 
しいかどラか確認してください。 

- 「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 のように 
発信者番号の通知び必要な場合、電話番号 
に「184」を付加してし、ないかどラかを確 
認してください。 

•モデムのプ□パティで「フ□一制御を使ラ」 

にチェックび付いていることを確認してく 
ださい。 

-上記の確認を行ってを相手先に接続でをな 
い場合は、インターネットサービスプ□パ' 
イダまたはネットワーク管理者に設定ち法 
などについてご相談 < ださい。 


接続-切断のしかた 


パケット通信での操作と同じでず。 P .14、 P .27 の 
手順に従って操作してください。 



FirstPass PC ソフトを利用する 


円 rstPass PC ソフトは、円 rstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってパソコンの 
Web ブラウザから FirstPass 対応サイトにアクセス 
でさるよラにするちのです。 

B FirstPass PC ソフトインス I ル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトはむ下の動作環境でご利用くだ 
さい。 


項目 

麻要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professiona し 
Windows ® XP (各日本語版） 

必要メモ U 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional ： 
32 M バイトツ上※ 

Windows ® XP :1 28 M バイト拟上※ 

八ードディスク 
容量 

10 M バイト1；!上の空を容量※ 

ブラウヴ 

Microsoft ® Internet Explorer 己.己 上 
Windows ® XP の場合は 

Microsoft ® Internet Explorer 6.0政上 


※必要メモ U および八ードディスクの空を容量はシステム環境に 
よつて異なることびあ0ます。 


インストールする前に 


FirstPass PC ソフトをインス I -- ルする前に CD - 
R 0 M 内の「円 rstPassPCSoft 」 フオルダ内の 
「FirstPassManuaU ( PDF お式）をご覧ください。 
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1 FirstPass PC ソフトをインス I ル 

」TS 

ここでは Windows ® XP にインス I -- ルするときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示びる少異なります。 


1 付属の rFOMAP704iAi 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットする 
〇 FirstPass PC ソフトをインス I -- ルするには 
^ r データリンクソフト-各種設定ソフト J を 
クリックする 



3 [FirstPass PC ソフト J の r インストー 
^ ル J をクリックする 


引を続を、 r 簡易操作マニュアル」 （ PDF 形式）の手順に従つ 
てインス I ルして < ださい。 


巧イルのお美のま示<1^)も'新;スり地ツ-ルのヘルプが 巧 


本ソつトウ王アに历するわな L 1さむせホ 

DoCoMo インフォーン S ンたンター 

•ドコモの巧巧巧ま、 PHS からの巧を （S# なし)け1(無料） 

•一お巧话などからの巧を0120-刖 0-000 

1 FirstPass PC ソフト 

巧をちまを1‘ソコンに用活して、インターネットで First Pass ぞほった巧巧をするた 
めのソコトウ1アです。 

Xこのソフト。ェアを巧巧するじは、 FOMAi ■ほ巧ち听イル山 SB ドをむ 1" 娩イン 
ストールげ化*です* 

X巧帯巧活とバリコンの巧領コま、がまの rFOMA USB 巧爲ケーカいまたは 
「FOMA 冗巧棵おな USB 巧巧ケーブル01 J がぶまです。 

X r インストル J をか;ックすると、 tz キュリティのき吿田面びま示される場含び 
あります本艺吿1ま Internet Expbr かの tZ キュリティの按まによってまモされます 
が、ごほ吊1こは巧挂ございませんので、実けしてください* 

1 ■イVスト-ル J 
[■估 二^7ル j 

本ソ：3トウ王アに历するお巧 L t さむせホ 

DoCoMo インフォーン S ンたンター 

•ドコモの巧巧$ま、 PHS からの巧さ （S# なし)け1(無料） 

•一お S 话などからの巧を0120-刖 0-000 


0200? NTT DoCoMo, Inc. All Ri ホな Reserved. 

6 1 1 ! 1 3 7 イコンピュータ 


「インス!-ール」をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は、 Internet 
Explorer のセキユ U ティの設定によつて表示されますび、 
使用には問題ありません。 

• r ファイルのダウン□-ドーセキユリティの警告」 
ウィンドウび表示された場台 

「実す于」をク U ックしてください。 



•「Internet Explorer - セキユリテイの警告」 
ウィンドウび表示された場合 

「実行する」をク U ックしてください。 



発巧元を S 夏できませんでした•この y フトかアをま巧しますか？ 


るお： F irst Pass PCSetup.exe 
発巧元：す巧れ発行# 

L 実行する(巧~~1广 


巧粥或蝶聽顯元。リ 
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Windows Vista ™ を 
ご利用の場合 



通信設定ファイル（ドライバ）をイン 
ストールする 


通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルは、ご 
使用になるパソコンに FOMA 端末を FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）で初めて接続するとさに必要です。 
• 必ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 

1 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブル 
を接続する （ P .3 参照） 

2 Windows ® を起動し、付属の [FOMA 
P 704 iAi 用 CD - ROMJ をパソコンにセツ 
卜する 

3 FFOMA P 704 iAi CD-ROMJ の画面を 
^ 閉じる 

•この画面は 「FOMA P 704 i ^/用 CD - R 0 M 」をパソコンに 
セットすると、自動的に表示されますび、お使いのパソコン 
の設定によっては、表示されないことびあります。その場合 
は、手順4へ進みます。 

• 1^704 Ai 通信設定ファイル」（ドライバ)のインス I -- ル 
中にこの画面び表示された場合わ画面を閉じてください。 

4 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
とお続した FOMA US 己接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

5 インストールを始める 

タスクバーのインジケータから惭しし、八ードウエアび見つ 
かりました」といラポップアップのメッセージび数秒間表示 
されたあと、下の画面び表示されます。 

「ドライバソフトウエアを検索してインス I ルします」を 
開いて、「続行」をク U ックします。 

• お使いのノくソコンにより、この画面は表示されない場合び 
あ0ます。 



今をで巧巧設します (A) 

巧回デバイスをプラクインするときまたはデバイスに□クオンすると 
きに、再度巧をメッセージが表5^されまず. 


• このデノレ r スについて再巧記は不呈です (D) 

このデバイス主、ドライバソフトウエアをインストールするまでは封 
作しません， 



新しい八ードウエアの巧出を巧5 

「ディスクはありません。他の方法を試します」を選択した 
あと、「コンピュータを参照してドライバソフトウエアを検 
索します」を選択します。 


7 ドライバを選ぶ 

「サブフォルダわ検索する」のチェックを外します。「参照」 
をク U ックし、 「< CD - R 0 M ドライブ名 >: VUSBDriver 
¥ P 704 iAi _ USB _ Driver ¥ WinVista 32 J を指定し、「次へ」 
をク IJ ックします。 

に D - R 0 M ドライブ名はお使いのパソ]ンによって異なりま 
す。） 



8 にのドライバソフトウエアをインストール 
W します J をクリックする 

9 r 閉じる J をクリックずる 

4つの rP 704 iAi 通信設定ファイル」 （ ドライバ） （ P .31 参照） 
びすベてインス I -ールされます。 

すべての1^7041 通信設定ファイル」（ドライバ）のイン 
ス I -ールび完了すると、タスクバーのインジケータから「デ 
バイスを使用する準備びでをました。デバイスドライバソ 
フトウェアび正しくインス!ルされました。」といラポッ 
プアップメッセージび数秒間表示されます。 


引き続き、^ P 704 i ^/通信設定ファイル」（ドライバ）び正しく 
インス I ルされていることを確認します。 （ P .3 ] 参照） 
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n インストールしたドライバを確認する 

rP 704 iAf 通信設定ファイル」（ドライバ）が正しく 
インス I ルされていることを確認します。 

1 rm (スタート ) J ► ロントロールパネル J 
► r システムとメンテナンス J を開< 


2 r 八ードウエアとデパイスを表示 J を開< 

► r 続巧 J をクリックする 

3 各デパイスをクリックして、インストール 
W されたドライパ名を確認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」、「ユニバーヴルシリア 
ルバスコント□ーラ」の下にすベてのドライバ名び表示さ 
れていることを確認します。 



《 COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 

rP704i/i 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス 
トールずると、む下のドライバがインストールされま 
す。 


デバイス名 

P 704 i ) U 通信設定ファイル（ドライバ）名 

ポートに 0 M と LPT ) 

- FOMA P 704 i/i Command Port 
- FOMA P 704 iA / OBEX Port 

モデム 

- FOMA P 704 iA / 

ユニバーサル シリアル 
バスコント□-ラ 

- FOMA P 704 iA / 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには 
P .33 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .41、 P .45 参照。 


^ 通信設定ファイル（ドライバ）をアン 
I インス I ルする _ 

rP 704 iAf 通信設定ファイル」（ドライバ）のアンイ 
ンストールが必要になった場台（バージョンアップす 
る場合など）は、次の手順で巧ってください。 

• 必ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 

1 FOMA 端末とパソコンび FOMA US 己接続 
ケーブル（別売）で接続されている場合は、 
FOMA US 己接続ケーブルを取りかす 

2 rKi (スタ—卜) J ► ロント □- ルパネル J 
► r プ□グラムのアンインストール J を開< 


3 [FOMA P 704 iAi USBJ を還択して、 
r アンインストールと変更 J をクリック 
► r 続巧 J をクリック 

4 roKj をクリックする 

5 r はい J をクリックして Windows ® を再起 
動する 

1;!上でアンインス I ルは終了です。 

•「しル^え」をク U ックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 



• rP 704 iAy 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス!ルす 
るとをに、途中でパソコンから FOMA USB 接続ケーブルを抜 
いてしまったり、「キャンセル」ボタンをク U ックしてインス 
I ルを中止してしまった場合は、 \ P 70 A \ U 通信設定ファイ 
ル」 （ ドライバ）び正常にインス I -ールされない場合びあります。 
このような場合は 、 「FOMA P 704 i A •/用 CD - ROM 」 内の 「 US 巨 
Driver 」 一 rWinVista 32 J を開き 「口 704 iuun . exe 」 を実 
行して 「 P 704 i ； u 通信設定ファイル」（ドライバ）を一度削除 
してから、再度インス!ルし直してください。 



FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
巨 4 K データ通信を行うには、通信に関ずるさまざま 
な設定が必要です 。 「FOMA PC 設定ソフト」を使う 
と、簡単な操作でむ下の設定がでさまず 。 「FOMA 
PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信や 64 K 
データ通信を設定ずることもできまず。 （ P .41、 
P .45 参照） 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤルアッ 
プの作成」などをかんたんに行います。 

■接続先 ( APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 （ cid ) を 
接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 ci がの1番には mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 び、 ci がの3番には m 叩 era U の接続先 （ APN ) 
fmopera . netj び登録されていますび、その他のプ□バイダや 
企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定び必要にな 
0ます。 

《 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 


- ^ - 

•旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」または、本 「FOMA PC 設 
定ソフト」（バージョン 4.0.0) よりじ(前のバージョンをイン 
ス I -ールされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアン 
インス!-ールしてください。 
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FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


STEP 1 ソフトのインス!ル 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス!ルしま 
す。 

インス I ルち法については P .32 参照。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（パ'-ジョン 4.0.0) より拟前 
のパ'-ジョンびインストールされている場合は、本 「FOMA 
PC 設定ソフト」をインス!ルでをませんので、あらかじ 
めアンインス!ルしてください。旧 「 FOMA データ通信 
設定ソフト」びインス I -ールされているといラ画面び出た場 
合は P .34 参照。 


STEP 2 設定前の準備 


各種設定前の準備をしまず。 

各種設定の前に FOMA 端末にパソコンび接続され、正しく 
認識されていることを確認してください 。 FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）の取0付けち法ついては P .3 参照。 

FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、各 
種設定および通信を行えません。 FOMA 端末びノくソコンに 
正しく認識されているか確認するには P .3 ] 参照。 
rP 704 iAi 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ル 
ち法については P .30 〜 P .3 ] 参照。 


STEP 3 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 

かんたん設定からパケット通信を設定する 
「m 叩 eraU 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .3 己 

「m 叩 era U 」 または 「 mopera 」 从外の 

プ□バイダを利用する場合 . P .36 

かんたん設定から 64 K データ通信を設定する 
「m 叩 era U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .37 

「 moperaU 」 または 「 mopera 」 从外の 

プ□バイダを利用する場合 . P .38 

接続先 （ APN ) を設定するには P .40 参照。 



FOMA PC 設定ソフトをインストー 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使うと、簡単な操作で夕‘ 
ィヤルアップ、接続先 （ APN ) の設定ができます。 

• 必ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 


FOMA PC 設定ソフトインストール時 
のを思 


FOMA 端末びパソコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス!ルずる前に、 
パソコンのデバイス上に 「 P 704 i / i 通信設定フアイ 
ル」（ドライバ）が正しく登録されている必要びあり 
ます。 （ P .31 参照） 


■ FOMA 端末をはじめてパソコンに接続すると 

下のよラなウィヴードび開始されます。 

FOMA データ通信を利用するには、ご利用のパソコン側に、 
FOMA 端末び「通信デバイス」として登録されている必要びあ 
0ます。 

「 P 704 i ； u 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ルにつ 
いては P .30 〜 P .3 1参照。 



FOMA P704 扣に巧酉のディスクを巧入して<ださい 


デバイスにが届していたディスクがあるち合は、今すぐ巧入してください.そのディスク上で 
ドライ /C ソフトウェアが目巧的に^3^されます- 




今ディスクはありません。化の方るを試します( I ) 
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1 FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
I する _ 

お使いのノ \:ソコンにより画面の表示がる少異なりま 
す。 


1 付属の rF0MAP704iAi 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットずる 

2 「FOMA PC 設定ソフト」をインストールするには 

^ r データリンクソフト-各種設定ソフト J を 
クリックする 


メニューび動作する推奨環境は Microsoft ® Internet 
Explorer 7.01；!降です。お使いのパソコンび推奨環境を満た 
さないとをや、 CD - ROM をセツトしてもメニューび表示さ 
れない場合は次の手順で操作してください。 

「コンピュータ」などで CD - ROM を参照して、 
「 F 0 MA _ PCSET 」 フオルダ内にある 「 se 山 p _4.0.0. exe 」 
をダブルク U ツクしてください。手順4へ進みます。 
•「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル中にこの画面び 
表示された場合は画面を閉じてください。 



3 [FOMA PC 設定ソフト J の r インストー 
ル J をクリックする 



「インストール」をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキユ U ティの設定によって表示されますび、 
使用には問題ありません。 

• r ファイルのダウン□-ドーセキユリティの警告」 
ウィンドウび表示された場合 

「実す于」をク U ックしてください。 



^ r 続行 J をクリック ► r 巧へ J をクリックずる 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムび 
ないことをご確認<ださい。ご使用中のプ□グラムびあった 
場合は、「キャンセル」をク U ックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保存終了させたあとインス I -ールを再開してくださ 
い。 

• n 日 FOMA データ通信設定ソフト」および「旧 FOMA PC 
設定ソフト」びインス I -ールされているといラ画面び出た 
場合は P .34 参照。 


内容をご確認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、 r はい J をクリックする 
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g インストール先を確認して、 r 次へ J をク 
リックずる 


変更する場合は、「参照」をク U ックして、任意のインス 
I -ール先を指定して「次へ」をク U ックしてください。 
(異なったドライブにちインス I -ールでをますび、八ード 
ディスクスペースなどの問題びなければそのままお進み<だ 
さい。） 



giKDW ルダへインストルする巧さは、[ホ勵ホ''蚁財リックしてフ丸阳ち进巧してくだな、。 


■「FOMA PC 設定ソフト」のパージョン情報の確認について 



「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」一「パ'-ジョン情報」 
を選択します。 

「FOMA PC 設定ソフト」のバージョン情報び表示されます。 


インスト，成の;)かダ 

C:¥Program File が FOMA PC 設定ソフト 




7 プ□グラムフォルダのフォルダちを確認し 
て、 r 次へ J をクリックする 

変更する場合は、新規フオルダ名を入力して、「次へ」をク 
1」ックしてくださし、 



3 r 完了 J をクリックする 

セットアップび完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操 
作画面び起動します。 


■「FOMA PC 設定ソフト」インス! — ル時の画面表示 

旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」びインストールされている場合 

警告画面び表示されます。 

「プ□グラムのアンインス!ル」から旧バージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を押した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面び表示されます。インス!-ールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
1」ックし、「完了」をク U ックしてください。 



通信の設定を巧う 


パケット通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定でさる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がパソコンに接続されている 
かご確認ください。 

1 rKI (スタート) J ► r すべてのプ□グラム J 

► rFOMA PC 設定ソフト J 

► rFOMA PC 設定ソフト J を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続ち法」および 
「接続プ□バイダの情報」に従い、表示される設問に対する 
選択-入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアッ 
プを作成でをます。 

-「かんたん設定」からパケット通信を設定する場合は 
P .35 参照。 

-「かんたん設定」から 64 K データ通信を設定する場合は 
P .37 参照。 

-「接続先 （ APN ) 設定」をする場合は P .40 参照。 
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n 通信ポート指定について 

1 FFOMA PC 設定ソフト J の r メニュ ー J 
► r 通信設定 J を選択する 

-自動設定（推奨） 

自動的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選び < ださい。 

- COM ポート指定 

COM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の FOMA 端 
末び接続されている COM ポート番号 （COM ] 〜 99) を 
指定します。 



♦ COM ポート番号の確認ち法については P .41 参照。 


2 roKj をクリックする 

設定び適用されます。 


1 かんたん設定か5パケット通信を選択 
ずる 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続巧 
として利用する場合 


パケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金び計算される通信方式で 
ず。傻信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera U 」 
/ fmoperaj をご利用いただけます。 

1 r かんたん設定 J をクリツクする 


4 roKj をクリックずる 

■パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

5 接続名を入力して、 r 次へ J をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定でをます。わかり 

やすい名前を「接続名」欄にご入力 < ださい。 

•半角の「¥」|7」り「*」「?」「!」「<」「>」「|」「’」は入 
力でをません。 

•本端末は PPP 接続のみに対応しておりますので、接続ち 
式は 「 PPP 接続」を選択してください。 

♦ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行ラかどラかを選択 
してください。 「 m 叩 era U 」 および 「 mopera 」 に接続 
する場合は発信者番号通知び必要です。「設定しない」ま 
たは「186を付加する」を選択してください。 



0 r 巧へ J をクリックする 

接続先び 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でち接続でをます。 
♦ユーヴーの選択は任意に行ってください。 

7 設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 
f する 



广■オート設定(巧資） 


FOMA データ巧信用ダイヤルアッブのれ巧やバ 

絞献歡龍離! ヒなど 細賊 示に 


2 [バケット通信 J を選択して、 r 次へ J をク 
リックする 

「パケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 


設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

■設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

3 roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .38 参照） 



3 rrmopera UJ への接続 J または 
^ rrmoperaj への接続 J を選択して 、 HR 
へ J をクリックする 


mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は ffmoperaj への 
接続」を選択します。 

「『 moperaU 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

■「 moperaU 」 または 「 m 叩 era 」 从外のプ□バイダをご 
利用の場合は P .36 参照。 
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「 moperaU 」 または 「 mopera 」 ツ外の 
プ□バイダを接続先として利用する場ち 


パケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。慢信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 
「 mopera 」 む外のプ□バイダを利用ずる場台は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場台があります。 

1 r かんたん設定 J をクリックする 



2 r パケット通信 J を選択して、 r 次へ J をク 
リックずる 

「パケット通信」にチェックび付いていることを確認して、 
「次へ」をク U ックしてください。 

Q r その他 J を選択して、 r 巧へ J をクリック 
^ する 

「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク U ックして<ださい。 

4 roKj をクリックする 

♦パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 


0 r 接続先 ( APN ) 設定 J をクリックする 

お買い上げ時、番号 （ cid ) 1には 「 mopera . ne . j ' p 」 び、ま 
号（加）3には rmopera . net 」 び設定されています。「追 
力山をク U ックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
FOMA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、 「 OK 」 をク U ックします。 

「パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した接 
続先 （ APN ) を選択して、よろしければ 「0 K 」 をクリック 
して < ださい。 

• 本端末は PPP 接続のみに対応しておりますので、接続ち 
式は 「 PPP 接続」を選択してください。 

プ□バイダの接続先 （ APN )、 対応する接続ち式について 
は、各プ□バイダにお問い合わせください。 




7 r 詳細情報の設定 J をクリックする 

「 IP アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報ををとに、 
各種アドレスを設定して rOK 」 をク U ックします。 


5 接続名を入力する 

現在作成している接続の名前を自由に設定でをます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「句17」「:」「*」「?」 ru 「<」「>」「1」「’」は入 
力でをません。 

■愼続先 （ APN ) の選択」欄には標準で rmopera . ne.jp 
( PPP 接続)」び設定されていますび、愼続先 ( APN ) 
設定」画面に進んでください。 

♦ダイヤルアツプ時に発信ち番号通知を行ラかどラかを選択 
します。発信者番号通知の設定については、ご利用になる 
プ□バイダの指示情報に従ってください。 


巧続を： | F 0 MA 

口.ムる： [FOMA P 704 i // 

な続ホく APN ) の进巧 ： |m 叩が ane . jp ( PPP 巧続) 3 

巧镜先 ( APN ) 設定 …I 

発信をま号巧知：广1がを巧加する(巧おする） 

广1糾をな加する(巧かし饥 )） 

試ミしない 



3 r 次へ J をクリックする 

0 ユーザー名 • パスワードを設定して、 r 巧 
一 へ J をクリックする 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供されたさ種情報を、大文宇-ル文字など 
にを意し、正確に入力してください。 




キヤシせ J レ \ 
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10 設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 
する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤0のな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

■設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカットび作成されます。 

11 roKj をク U ックする 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .38 参照） 


n かんたん設定か 664 K データ通信を選 
がする 


「 moperaU 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場台 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 をご利用いただけます。 

1 r かんたん設定 J をクリックする 




2 r64K データ通信 J を選択して、 r 次へ J を 
クリックする 

「64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

3 rrmopera UJ への接続 J または 
rrmoperaj への接続 J を選択して 、 HR 
へ J をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約びお済 
みかどラかの確認画面び表示されます。ご契約びお済みの場 
合、「はい」をク U ックします。 

•「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 从外のプ□バイダをご利 
用の場合は P .38 参照。 


4 接続名を入力して、 r 次へ J をクリックずる 

現在作成している接続の名前を自由に設定でをます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 704 iAi び表示され 
ていることをご確認ください。 

•半角の「¥」|7」り「*」「?」「!」「<」「>」「|」「’」は入 
力でをません。 

♦ダイヤルアップ時に発信ち番号通知を行ラかどラかを選択 
してください 。 「mopera U 」 および 「 mopera 」 に接続す 
る場合は発信者番号び必要です。 



5 r 巧へ J をクリックする 

接続先び 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ヴー名-パスワードについては空欄でち接続でをます。 

• ユーヴーの選択は任意に行つてください。 

a 設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 
W する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

■設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

7 roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .38 参照） 
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「 moperaU 」 または 「 mopera 」 ツ外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


巨 4 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
rmoperaj む外のプ□バイダを利用する場 S ホ、別 
遠契約申し込みなどが必要となる場合があります。 


5 r 詳細情 ffi の設定 J をクリックずる 

「 IP アドレス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力び必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して rOK 」 をク U ックします。 

6 r 巧へ J をクリックする 


1 r かんたん設定 J をクリツクする 



2 r 64 K データ通信 J を還択して、 r 次へ J を 
クリックする 

「64 K データ通信」にチェックび付いていることを確認し 
て、「次へ」をク U ックしてください。 

Q r その他 J を還択して、 r 次へ J をクリック 
^ する 

「その他」にチェックび付いていることを確認して、「次へ」 
をク IJ ックして < ださい。 


7 ユーザー名 • パスワードを設定して、 r 次 
へ J をクリックする 

ユーヴー名-パスワードの設定は、インターネットサービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字-ル文宇など 
にミ主意し、正確に入力してください。 



4 ダイヤルアップ情報を入力する 

「 moperaU 」 または 「 m 叩 era 」 从列の旧 DN 同期目 4 K 対 
応プ□バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 
①接続名の入力（任意） 

③モデムの選択 （FOMA P 704 iA /) 

③ プ ny くイダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

④ ダイヤルアップ時に発信ち番号通知を行ラかどラかを選択 
します。 

プ□バイダ情報を元に正しく入力してください。 

■発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□バイ 
ダの指示情報に従って < ださい。 

♦「接続名」欄に半角の「¥」|7」「:」「*」「?」「!」「<」「>」 
「 I 」「"」は入力でをません。 



ft 設定情報の確認をして、 r 完了 J をクリック 
W する 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容に誤0のな 
いことを確認して、「完了」をク U ックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をク U ックします。 
♦「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成 
する」にチェックび付いていれば、デスクトップにショー 
トカッ 卜び作成されます。 

9 roKj をクリックずる 

設定び完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのショートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面び表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウヴやメールブラウヴを起動して通 
信でをます。 （ P .38 参照） 



設定した通信を実行する 


P .3 の手順に従って、 FOMA 端末とパソコンを接続し 
ます。 

1 ita (スタート ) J ► r 接続先 J を開を、 
接続ホを選択して r 接続 J をクリックする 

•通信設定で作成された FOMA 接続のショートカットアイ 
コンを開<と、通信接続を開始するための接続画面び表示 
されます。ショートカットアイコンびなし竭合は!;！下の操 
作でアイコンを表示します。 

「誠！(スタート)」一「コント□-ルノなル」一 r ネットワー 
クとインターネット」 一 「ネットワークと巧有センター」 
-「ネットワーク接続の管理」 
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2 ユーザー名、パスワードを入力し、[■ダイヤ 
ル J をクリックずる 

■「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合はユーヴー名、 

パスワードについては空欄でを接続でをます。 

• r 次のユーヴーび接続するとを使用するために、このユー 
ヴー名とパスワードを保をする」にチェックを付けると、 
このユーヴーちし < はすべてのユーヴーは次回から入力す 
る必要びなくなります。 


I . 

1 


バスワード ( p ): 

因蒙のユ-ザ-げ巧続ザるときほ用ザるためじ、このユ-ザ-をとバスワ-ド 
:このユーザイ脉 ( N ) 

* このコンピュ-夕をほうオペてのユ-ザ- ( A ) 

ダイ中ル瓜 186*99***3# ， 


帯ルの； [ キャシ獻 ] I 加巧ィ哟1〔ヘルプ城‘' 


切断のしかた 


1 rtsm (スタート ) J ► r 接続先 J を開< 

2 通信中のアイコンを選がして、 r 切断 J をク 
IJ ックする ► r 閉じる J をク IJ ックする 



•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断して < ださい。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 



FOMA PC 設定 ソフトをアンインス 
卜ールずる 

Q アンインストールを実行する前に 


「FOMA PC 設定ソフト」をアンインス I ルずる前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 


3 巧続されたことを確認し、 r 閉じる J を 
W ク IJ ックする 

♦ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用でをます。 



FOMA に正苦に^しました 

* - '5, 


1 起動中のプ□グラムを終了する 

•「FOMA PC 設定ソフト」を終了するには、ち下にある 
「終了」をク U ックします。 

•「FOMA PC 設定ソフト」び起動中にアンインス I ルを 
実行しよラとすると、下のよラな画面び表示されます。ア 
ンインス!-ールプ□グラムを中断し、プ□グラムを終了さ 
せてください。 




•ダイヤルアップ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアップ接 
続を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必要にな 
ることびあります。 

•通信中は FOMA 端末の消費電力び大を < なります。 

•パケット通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

|1 ^ —I~~ r| 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「心」（通信中、データ受信中） 

「&•’」（通信中、データ送受信なし） 
r 卜」（発信中、または切断中） 

「卜」（着信中、または切断中） 

♦ 64 K データ通信中は、 FOMA 端末に rth 」 び表示されます。 

|1 Till [3： 面し I 
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n アンインストールをする 

お使いのパソコンにより画面の表示が異なります。 

• お、ず Administrator 権限またはパソ〕ンの管理者権限を持った 
ユーザーで行ってください。 

1 rKI (スタート) J ► [コント□ールパネル J 
► r プ□グラムのアンインストール J を開< 

2 [NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
を選択して、 r アンインストール J をクリツ 
クずる ► r 続行 J をクリックずる 



3 r はい J をク IJ ックずる 

アンインス!-ールび実行されプ□グラムび削除されます。 

4 r 完了 J をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルび終了します。 



ち続巧 ( APN ) の設定 


パケット通信を行ラ場台の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA パケット通信の接続先には、巨 4 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あ5かじ 
め接続先毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録ま 
号 （ cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続します。 
cid に ontext Identifier ) とはパケット通信の接続 
% ( APN ) を FOMA 端末に登録するま号のことです。 

1 FFOMA PC 設定ソフト J を起動して、 
r マニュァル設定 J の r 接続先 （ APN ) 設 
定 J をクリックする 


' 證 (APN 風ミ，;[|盛店擊ぞ巧ぅ隙こぉ要な巧爲モけ議結 
識^^だ阳設定 J ボタン対，す飾こ、 ん.. が — " 


2 roKj をクリックする 

rOKJ をク U ックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
JbJ - 「 FOMA 端末から設定を取得」からわ読み込めます。 
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接続巧 ( APN ) の設定をずる 

• FOMA 端末び接続されていない場合、この画面は表示さ 
れません。 



接続先 （ APN ) の追加 • 編集-削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
して < ださい。 

-登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をク U ックします。 

•登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して悄り除」をク U ックしてくだ 
さい。 

※「じ刚」と [ cidSJ に登録されている接続先 （ APN ) 

は削除できません。 （ rcid 3」 を選択して「削除」をク U ッ 
クしても、実際には削除されず、 rmopera . net 」 に戻 
0ます。） 

ファイルへの保存 

メニューの「ファイル」^「上書を保を」/「名前を付けて 
保を」からの操作で、 FOMA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保をしたりでをます。 

ファイルか5の読み込み 

メニューの「ファイル」一「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 

FOMA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

メニューの「ファイル」^ 「 FOMA 端末から設定を取得」 
からの操作で、接続先 ( APN ) 設定を FOMA 端末から読み 
込めます。 

FOMA 端末への接続巧 （ APN ) 情報の書き込み 

「 FOMA 端末へ設定を書を込む」をク U ックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書を込めます。 
なお、 IP 接続に対応していない FOMA 端末に、 IP 情報は書 
を込めません。 

ダイヤルアップ作成機能 

接続先 （ APN ) 設定画面上で追加-編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をク U ックする 
と、パケット通信ダイヤルアップび作成でをます 。 FOMA 
端末に接続先 （ APN ) 情報の書を込みびされていない場合 
は、 FOMA 端末設定書を込み確認画面び表示されますので、 
「はい」をク U ックします。書を込み終了後、「パケット通信 
ダイヤルアップ作成画面」び表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント-パスワードの設定」 
をク U ックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でも接続でをます。） 

ユーヴー名とパスワードを入力し、使用可能ユーヴーの選択 
をして 「0 K 」 をク U ックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定び指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をク U ックし、必要な情報を登録後、 「0 K 」 をクリッ 
クしてください。 

設定入力び完了したら、 rOK 」 をク U ックしてください。 
ダイヤルアップび作成されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 を利用する場合は P .3 己参 
照。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 从外のプ□バイダを利用 
する場合は P .36 参照。 

次ページにつづく 









































•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要びあります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 



ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

□バケツト通信の設定をする 


「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明しまず。 

パケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を巧うため 
には、 AT コマンドを入力ずるための通信ソフトがお' 
要です。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「 mopera 川 
または rmoperaj をご利用になる場 S ホ、接続先 
( APN ) の設定 （ P .42 参照）は不要です。 

発信ち番号通知/非通知の設定 （ P .42 参照）はお1要 
に応じて巧います 。 （「mopera U 」 または 
「 mopera 」 をご利用の場合は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

く AT コマンドによるパケット通信設定の流れ> 


COM ポートま号を確認する 



AT コマンド入力をヴポートする通信ソフトを起動する 



接続先 （ APN ) の設定をする 



発信を番号の通知/非通知を設定する 



その他の設定をする 



通信ソフトを終了する 


■ AT コマンドについて 

♦ AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末 
は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自の 
AT コマンドをサポートしています。 

• AT コマンドを入力することによって、パケット通信や FOMA 
端末の詳細な設定、設定内容の確認(表示）びでをます。 

•入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATE 1回」と入 
力して < ださい。 


n COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行ラ場台、 「 P 704 iAf 通信設定ファ 
イル」（ドライバ）のインス!ル後に組み込まれ 
た 「FOMA P 704 i / i 」 （モデム）に割り当てられた 
COM ポート番号を指定する必要がありまず。確認方 
法はご利用になるパソコンの 0 S によつて異なりま 
す。 

• ドコモのインターネツト接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合、接続先 ( APN ) の設定び不要 
なため、モデムの5崔認をするぶ、要はありません。 

1 r 巧 I (スタート ) J ► ロントロールパネル J 
を開< 

2 r コント□ールパネル J の r 八ードウエアと 
サウンド J か 5 r 電話とモデムのオプション J 
を開< 

3 r 巧な地情報 J の画面び表示された場をは、 
^ r 市外局番/エリアコード J を入力して、 

roKj をクリックずる 


A r モデム J タブを開を 、 FFOMA P 704 iAiJ 
づ の r 接続先 J 欄の COM ポート番号を確認 
して、 roKj をクリックする 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .42 参照）で使用します。 

•プ□パティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

• Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応してい 
ません 。 Windows Vista の場合は 、 Windows Vista 巧 
応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフ 
卜の設定に従ってください。） 
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n ち続巧 （ APN ) の設定をする 

パケット通信を行ラ場台の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 
10の 「 cid 」 という番号で管理されます。 
fmopera UJ または 「 mopera 」 をご利用になる場 
台は、接続巧 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が rxXX . abc 」 で、 

FOMA USB 接続ケースレ（別売）を利用した場台を 
例として説明します。実際の APN はインターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理をにお問 
い台わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .42 参照）での接続先番号となります。 


n 発信着番号の通知/巧通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定娘続 
先にお客様の発信ち番号を通知するかどラかの設定） 
を行えます。発信を番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にごを意ください。発信者ま 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行ラ 
前に AT コマンド （* DGP 旧コマンド）で設定できま 
す。 


1 ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 


3 r デバイスの還択 J 画面び表示された場を 
W は、 rFOMA P704iAiJ のみチェックを 

付けて r 次へ J をクリックする 

♦「デバイスの選択」画面は、複数のモデムびを在するとを 
のみ表示されます。 

4 rs 続名 J の欄に任意の名前を入力する 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



5 r ダイヤルアップの電話番号 J の欄に接続先 
番号を入力する 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 


1 rKI (スタート) J ► r 接続先 J 

► r 接続またはネットワークをセットアッ 
プしまず J をクリックする 

2 r ダイヤルアップ接続をセットアップしま 
す J を還択して、 r 巧へ J をクリックする 



^ワイサレスルーターまたはアクたスポイントのたットアップします 

ホーム /' J 、 規なビジネスのつイ ir— ド/つイサレスネジトつークをたットアダブします. 

化巧 巧に巧按します 

のタイかルアップまたは VPN 接境をたットアップしまず， 


〕しキで >lz> レ」 


R r ユーザー名 J、r パスワード J の欄にイン 
W ターネットサービスプ□パイダまたはネッ 
トワーク管理者か5指定されたユーザー名 
とパスワードを入力して、 r 接続 J をクリッ 
クする r スキップ J をク IJ ックずる 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でわ接続でをます。 

■ここでは、すぐに接続せずに設定の確認のみを行います。 

7 r 接続をセットアップします J をクリックする 
► r 閉じる J をク U ックする 

« rKI (スタート) J ► r 接続先 J ►接続済 
W みの接続先を選んで、ちクリックか5 r プ 
□パテイ J を選択する 
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次ページにつづく 






































r を般 j タブで設定を確認ずる 

パソコンに2台政上のモデムび接続されている場合は、「接 
続ち法」の欄で r モデムー FOMAP 704 iAd にチェックび 
付いているのを確認します。チェックび付いていない場合 
には、チェックを付けます。また、複数のモデムにチェッ 
クび付いている場合は、 jj ボタンをク U ックして r モデムー 
F 0 MAP 704 iAi 」 の優先順位を一番上にするか、「モデム 
-FOMA P 704 i ； u 」 じ(外のモデムのチェックを外してくだ 
さい。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

■「FOMA P 704 i ^」 に割り当てられる COM ポート番号は、 
お使いのパソコンによって異な0ます。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「 *99* * 
*3#」を入力します。 



1 nr ネットワーク J タブをクリックして、各種 
■ V 設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択します。 
「 QoS パケットスケジューラ」は必要に応じて設定してくだ 
さい。 

一般に P などに接続する場合の TCP / IP 設定は、旧 P または 
ネットワーク管理をに確認してください。 



11 r オプション J タブをクリックして 、 rppp 
設定 J をクリックずる 

12 すべてのチェックをかして、 roKj をクリツ 



13 手順9の画面に戻り、 roKj をクリックす 
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ダイヤルアップ接続する 


P .3 の手順に従って、 FOMA 端末とパソコンを接続し 
ます。 

1 rKI (スタート) J ► r 接続先 J を開< 

2 接続先を選択して r 接続 J をクリックする 



する不ットワークを遥がします 


赫 h すへで- ▼J 卜 j 



3 内容を確認して r ダイヤル J をクリックす 
。る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名 
とパスワードは空欄でを接続でをます。 

4 接続中の巧態を巧ず画面び表示される 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの□グオン処理 
び行われます。 



5 接続完了後、 r 閉じる J をクリックずる 

♦ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用でをます。 



切断のしかた 


1 タスクトレイのダ仆ル rnimmsd 

アップアイ]ンをクリック tssamatm 
ずる 

2 r 接続または切断 J を選択して、 r 切断 J を 
クリックする r 閉じる J をクリックする 



•ブラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断して < ださい。 

♦パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合びあります。 



• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接 
続を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイル（ドライバ）のインス!ルび必要にな 
ることびあります。 

• 通信中は FOMA 端末の消費電力び大をくなります。 

♦パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態び表示されます。 

|1 ^0 —I~~ r\ 

「マ」（通信中、データ送信中） 

「ム」（通信中、データ受信中） 

「6…」（通信中、データ送受信なし） 

「卜」（発信中、または切断中） 

「 y ^」 （着信中、または切断中） 

• 64 K データ通信中は、 FOMA 端末に r 卜」び表示されます。 

|1 W 10 ： ~~ ¥] 
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ットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 
でさない）場台は、まずむ下の項目について確認して 
<ださい。 


こんなとさは 

こラします 

「FOMA 
P 704 iAi 」 び 
パソコン上で認 
識でさない 

•お使いのパソコンび動作環境 （ P .2 参照）を 
満たしているかを確認してください。 

•「 P 704 i ； u 通信設定ファイル」（ドライバ） 

びインス1-ールされているか確認してくだ 
さい。 

• FOMA 端末びパソ]ンに接続され、電源び 
入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）びしっ 
かりと接続されているかを確認して < ださ 
い。 

相手先に接続で 
をない 

•の（ユーヴー名）やパスワードの設定び正 
しいかどラか確認してください。 

- 「 mopera 川または 「 m 叩 era 」 のように 
発信者番号の通知び必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどラかを確 
認して < ださい。 

•モデムのプ□パティで「フ□一制御を使ラ」 

にチェックび付いていることを確認してく 
ださい。 

-上記の確認を行ってわ相手先に接続でをな 
い場合は、インターネットヴービスプ□パ' 
イダまたはネットワーク管理者に設定ち法 
などについてご相談ください。 


n 64 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


巨 4 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の 
設定はパケット通信での設定 （ P .41 参照）と同じで 
ず。 

む下の点にミち意して操作してください。 

•巨 4 K データ通信では接続先 ( APN ) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続巧にはインターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワークの管理者から指定された接続先の 
電話番号を入力してください 。 (mopera U に接続する場合は 
「*8701」、 mopera に接続する場合は「*9巨01」と電話番号 
欄に入力してください。） 

• r 発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
び必要でず。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続-切断のしかた 


パケット通信での操作と同じでず。 P .38、 P .44 の 
手順に従って操作してください。 


FirstPass PC ソフトを利用する 

円 rstPass PC ソフトは、円 rstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってパソコンの 
Web ブラウザから FirstPass 対応サイトにアクセス 
でさるよラにするちのです。 

B FirstPass PC ソフトインス I ル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトはむ下の動作環境でご利用くだ 
さい。 


項目 

麻要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Microsoft ® Windows Vista ™ (日本語版） 

必要メモ U 

己] 2 M バイトじ(上※ 

八ードディスク 
容量 

]0 M バイト1；(上の空を容量※ 

ブラウヴ 

Microsoft ® Internet Explorer 7.0じし h 


※必要メモ U および八ードディスクの空を容量はシステム環境に 
よって異なることびあります。 


インストールずる前に 


FirstPass PC ソフトをインス I -- ルする前に CD - 
R 0 M 内の「円 rstPassPCSoft 」 フオルダ内の 
「FirstPassManuaU ( PDF お式）をご覧ください。 
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1 FirstPass PC ソフトをインス I ル 

お使いのノ \:ソコンにより画面の表示が多少異なりま 
す。 

1 付属の rFOMAP704iAi 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットする 
0 FirstPass PC ソフトをインス I -- ルするには 
^ r データリンクソフト-各種設定ソフト J を 
クリックする 



「インス!-ール」をク U ックすると、下記のよラな警告画 
面び表示される場合びあります。この警告は、 Internet 
Explorer のセキユ U ティの設定によって表示されますび、 
使用には問題ありません。 

• r ファイルのダウン□-ドーセキユリティの警告」 
ウィンドウび表示された場台 

「実す于」をク U ックしてください。 



•「Internet Explorer — セキユリテイの警告」 
ウインドウび表示された場合 

「実行する」をク U ックしてください。 



3 [FirstPass PC ソフト J の r インストー 
^ ル J をクリックする 

引を続を、 r 簡易操作マニュアル」 （ PDF 形式）の手順に従つ 
てインス I -ールしてください。 
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AT コマンドを 
利用ずる 



AT コマンドについて 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定や変更を行うためのコマンド（命を）です。 

※八了コマンドー覧では、 1U 下の略を使用していまず。 

[AT] : FOMA P 704 iAZ Command Port で使用できるコ 
マンドです。 

[M] : FOMA P704iyLi (モデム）で使用できるコマンドで 
ず。 

に F] : AT&F コマンドで設定び初期化されるコマンドで 
ず。 

[&W] : AT&W コマンドで設定が保をされるコマンドでず。 
ATZ コマンドで設定値を呼び戻せます。 


■設定の保巧について 

AT + CGDC 0 NT コマンドによる接続先 ( APN ) 設定、 
AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQ コマンドによる QoS 設定、 

AT * DGAPL/AT * DGARL/AT * DGANSM コマンドによる 
着信許可-拒否設定、 AT * DG 円 R コマンドによるパケット通信 
の番号通知-非通知の設定、および AT + CUR コマンドによる発 
番号通知制限の設定を除を、 AT コマンドによる設定は 、 FOMA 
端末の電源 OFF • ON または外部機器の取り外し時に初期化され 
てしまいますのでごミ主意<ださい。なお、 [& W ] び付いているコ 
マンドについては、設定後に 「 AT & W 回」と入力することによ 
り設定を保存でをます。このとを、 [& W ] び付いている他の設定 
値も同時に保をされます。これらの値は、電源 OFF ’ ON 後であつ 
ても、 「 ATZ 回」と入力することにより、設定値を復元できます。 


門 AT コマンドの入力お式 _ 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード 
画面で行いまず。必ず半角英数字で入力してくださ 
い。 

•入力例 

ATD 本 99 本本本 1 # 口 

n —リタ—ンマ—ク 

-パラメータ 

-コマンド 

• AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力します。 



•夕 一 S ナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（夕ーミナ 
ル）のよラに動作させるモードのことです。キーボードから入 
力した文きび通信ポートに接続されている回線に送られます。 


1 オンライン データモー ドとオンライン 
I コマンド モー ドを切り替える _ 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンライン 

コマンドモードに切り替えるには、む下の2つの方法 

があります。 

•「+++」コマンドまたは rs 2」 レジスタに設定し 
たコードを入力します。 

.「 AT & Dl 」 に設定されているときに、 RS -232 C ※ 
の ER 信号を OFF にします。 

•オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替 
える場台は、 「 AT 0 回」と入力しまず。 

《 USB インタフエースにより、 RS -232 C の信号線びエミュレー 
卜されていますので、通信アプ U による RS -232 C の信号線制御 
び有効になります。 
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AT コマンドー覧 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


— 

A / 

0 K 

[ M ] 

U ツジ1」ターンは不要です。 




AT % V 

FOMA 端末のバージョンを 


- 

AT % V 


表のします。 



Verl .00 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

DTE への回路 CD 信号の動 

n =0 : 

CD は常に ON 

AT&Cl 

[ M ] 

作条件を選択します。 

n = l : 

CD は相手モデムのキャ U アに応じて変 

OK 

に F ] に W ] 



化します（初期値） 


AT&Dn 

DTE から受け取る回路 ER 

n =0 : 

ER の状態を無視します。（常に ON とみ 

AT&Dl 


信号びオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


とさの動作を選択します。 

n = l : 

ER び ON から OFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 




n =2 : 

ER び ON から OFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


に F ] に W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

n =0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT & E 0 

[ M ] 

選択します。 

n = l : 

DTE シ U アル通信速度を表示します。 

OK 

[& F ][& W ] 



湖期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ][ M ] 

を行います。 




AT&Sn 

DTE へ出力するデータセッ 

n =0 : 

□刊ま常に ON (初期値） 

AT & S 0 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

n = l : 

D 刊ホ回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

に F ] に W ] 

します。 


ON となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 

[ M ] 





AT * DANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

FOMA 端末のアンテナび圏外 

AT*DANTE 


す。の〜 3) 

=1: 

FOMA 端末のアンテナび0本または1本 

ホ DANTE :3 



=2 : 

FOMA 端末のアンテナび2本 

OK 



=3 : 

FOMA 端末のアンテナび3本 

AT ホ DANTE =? 





* DANTE :(0-3) 

[ AT ] 閲 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケット着信呼に対する着 

n =0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT * DGANSM =0 


信拒否/許巧設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

n = l : 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT * DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

ホ DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

n =2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケット通信着信呼に対し有 


にします。 


[ M ] 

効となります。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示します。 


AT ホ DGAPL=n 

パケット着信呼に巧して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信許可 U 

AT * DGAPL =0,1 

[. cid ] 

信許可を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cid > で定義された APN を着信許可 U 

AT ホ DGAPL ? 


APN の設逊ま、 


ストから削除します。 

ホ DGAPLl 


AT + CGDCONT で定義さ 



OK 


れた < cid > パラメータを用 

く cid > び省略された場合には、すべての cid に 

AT * DGAPL =1 


います。 

適用します。 

OK 





AT ホ DGAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着信許可 U ストを表示します。 

OK 

AT ホ DGARL=n 

パケット着信呼に巧して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信拒否 U 

AT * DGARL =0,1 

[. cid ] 

信拒否を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cid > で定義された APN を着信拒否 U 

AT ホ DGARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

ホ DGARL :1 


+ CGDCONT で定義された 



OK 


< cid > パラメータを用いま 

cid び省略された場合には、すべての cid に適用 

AT ホ DGARL =1 


す。 

します。 

OK 





AT ^ DGARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着 f 言}巨否リストを表示します。 

OK 
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次ページにつづく 




















AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT*DG 円 R=n 

本コマンドの設定は、発信時、 

n =0 : APN をそのまま使用します。湖期値） 

AT * DG 円 R =0 


着信時に有効となります。 

n = l : APN に" 184" を付加して使用します。 

OK 


ダイヤルアップネットワー 

備に非通測 

AT * DG 円 R ? 


クでの設定でを、接続先 

n =2 : APN に" 186" を付加して使用します。 

ホ DG 円 R :0 


の番号に] 8目（通知）/ 

(常に通知） 

OK 


184 (非通知）を付けるこ 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示します。 



とびでをます。 



[ M ] 

( P .21、 P .42 参照） 



AT^DRPW 

受信電力指標を表示します。 

- 

AT^DRPW 


(0 :最小値〜7已：最大値） 


* DRPW :0 

[ AT ][ M ] 



OK 

+++ 

オンライン状態のとを、エ 

- 

- 


スケープシーケンスび実行 




されると回線を切断するこ 




となくオンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

く report > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P . 日4参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P . 己3参照。 

P . 已 3 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時に 

AT + CGEQMIN = [パラメータ] 

P . 已 3 参照。 


ネットワーク側から通知さ 

P . 己3参照。 



れる QoS (サービス品質） 

AT + CGEQMIN =? 



を許容するかどラかの判定 

設定可能な値のリストを表示します。 



基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 

AT + CGEQREQ = [パラメータ] 

P . 已 3 参照。 


にネットワークへ要求する 

P . 己3参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT + CGEQREQ =? 



定します。 

設定可能な値のリストを表示します。 




AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+CGMR 


表のします。 


1234己1234己] 23456 

[ M ] 



OK 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0: 通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


巧するかどラかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内-圏外び切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

とさに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG :1,0 



+CGREG : < n >,< stat > 

OK 



n :設定値 

(圏外を意巧している） 



stat : 




0:パケット圏外 

個がから圏内に移動した 



1:パケット圏内 

場合） 

[ M ] 


4 :不明 

+ CGREG :1 

に F ] に W ] 


己：パケット圏内（□一三ング中） 


AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


巧しよ9 〇 


1234己67吕901234已 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP=n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 :通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 


話着信時に相手の発信番号 

n = l :通知します。 

OK 


をパソコンに表示でをます。 


AT + CLIP ? 



1」ヴルト ： +CLIP : < n > ’ < m > 

+ CLIP :0,1 



m =0: 発信時の相手に番号を通知しない NW 

OK 



設定 




m = l :発信時の相手に番号を通知する NW 設 


[ AT ] 閲 


定 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 
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次ページにつづく 

















AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIR=n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CUR サービスの契約に従い、発番通知 

AT + CLIR =0 


話通信を発信するとを、電 

されます（されません)。 

OK 


話番号を相手に通知するか 

n = l :通話相手に番号発信しません。 

AT + CLIR ? 


どラかを設定します。 

n =2 :通話相手に番号発信します。（初期値） 

+ CLIR :0,1 



1」ヴルト ： +CLIR : < n > ’ < m > 

OK 



m =0: CL 旧は起動していません。（常時通知） 

AT + CLIR =? 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m =2 :不明 

m =3 : CUR テンポラ U - モード（非通ミ□デフォ 

OK 



ルト） 




m =4: CUR テンポラ U - モード（通知デフォ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0 :通常の ERRORU ヴルトを用います。（初 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行います。 

期値） 

OK 



n = l : +CME ERROR : く e「「>U ヴルトコード 

AT+CNUM 



を使用し、 < er 「> は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : く e「「>U ヴルトコード 

AT + CMEE =1 



を使用し、 < e 「「> は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



ち記は FOMA 端末や接続に異常びある場合のコ 

+ CMEERROR : 10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE =2 



+CME ERRORU ヴルトコードは下記のとおり 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



1 0 : SIM not inserted 

not inserted 



1 己 ： SIM wrong 


[ M ] 


16: incorrect password 


に F ] に W ] 


1 00 : unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number :電話番号 

AT+CNUM 


を表のします。 

type : ] 29 もしくは] 4 己 

129:国際アクセスコード+を含 
まない 

14己：国際アクセスコード+を含 
む 

U ヴルト： + CNUM :, く number 〉 ，く type 〉 

+ CNUM :,|’+8] 90123 

4 已 678",] 4 已 

OK 

[ AT ] 閲 



AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


U ヴルトコードを表示する 

n 二！- 表术します。 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

く se 「 v > :パケット通信を意巧する" GPRS " のみ 

ATD 水 99 ホ水ホ]# 


を表示します。 

表汀^します。 

+CR : GPRS 



(回線種別によ0 " SYNC "' " AV 32 K \ 

CONNECT 

[ M ] 


|’ AV 目4 K |’を表示します。） 


[& F ][& W ] 


AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 


AT + CRC=n 

着信時に拡張 U ヴルトコ ー 

n =0 : + CRING を使用しません。湖期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどラかを設 

n = l : + CRING .< type > を使用します。 

OK 


定します。 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

AT + CRC ? 



+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRC : 0 



+CRING : く type 〉 

OK 

[ AT ] 閲 


PPP パケット呼着信時 


に F ] に W ] 


+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 


AT + CREG=n 

圏内-圏外情報の表示に関 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


する U ヴルト表示の有無を 

n = l :通知あり。圏内•圏外び切り替わったと 

OK 


設定します。 

をに通知します。 

(通知あ 0 に設定） 



(問い合わせ） 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+CREG :1,0 



+CREG : く n >,< stat > 

OK 



n : 設定値 

(圏外を意はしている） 



stat : 

0: 音声圏が 

谓外から圏内に移動した場 



1: 音声圏内 

合） 

[ AT ] 閲 


4 : 不明 

+CREG :1 

[& F ][& W ] 


己： 音声圏内（□一三ング中） 


AT+GMI 

y — 力名 （ Panasonic ) を 

- 

AT+GMI 


表71^します。 


Panasonic 

[ M ] 



OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 

- 

AT+GMM 


(FOMA P 7 QA \ u ) を表示 


FOMA P 704 imyu 

[ M ] 

します。 


OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+GMR 


表のします。 


Verl .00 

[ M ] 



OK 

AT + IFC = n,m 

フ □一 制御ち式の選択を行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0 : フ□-制御なし 




1: XON / XOFF フ□-制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 


[ M ] 


初期値は n , m =2.2 


[& F ][& W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 46 =n 

FOMA 端末の無線通信網を 

n =22 : W-CDMA (Wideband CDMA ) のみ 

AT + WS 4 目 =22 

[ M ] 

選択します。 

指定可能です。（初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 




ATA 

FOMA 端末び着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

< cid > :]〜10。 + CGDCONT で設定した 

ATD 水 99 ホネネ]# 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99***#」と省略でをます。 


[ M ] 

処理を行います。 



ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーバックなし 

ATEl 

[ M ] 

DTE に対するエコーバック 

n = l :エコーバックあり（初期値） 

OK 

に F ] に W ] 

の有無を指定します。 



ATHn 

FOMA 端末に対してオン 

n =0 :回線を切断します。（省略可） 

(パケツト通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 




ATH 

[ M ] 



N 0 CARRIER 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : [NTT DoCoMo 」 を表示します。 

AT 旧 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : PPP パケット機能のバージョンを表示し 

OK 



ます。 （+ GMR と同じ） 

ATM 




FOMA P 704 imyu 

[ AT ] 閲 



OK 

ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略巧） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻ります。 



ATQn 

DTE への U ヴルトコードを 

n =0 : U ヴルトコードを表示します。（初期値） 

ATQ 0 


表示するかどラか設定しま 

n = l : U ヴルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQl 

[ M ] 



(このとを、 OK は応答され 

に F ] に W ] 



ません。） 

ATS 0 =n 

FOMA 端末び自動着信する 

n =0 :自動着信しません。（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜2已曰：指定した U ング回数で自動着信 

OK 


します。 

します。 

ATS 0? 



か含10のとき、パケット ( PPP ) 着信の場合は、 

000 

[ M ] 


自動着信せず約30秒で切断されます。） 

OK 

[& F ][& W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます。 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127 :エスケープ処理は無効。 

OK 




ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

に! =] 



OK 

ATS 3 =n 

キャ U ッジ U 夕ーン （ CR ) 

n =13 :初期値 （ n = 13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

に! =] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n = 10 :初期値 （ n = 10のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 


OK 



ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

に F ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 5 =n 

バックスぺース （ BS ) 

n =8 : 

:初期値 （ n =8 のみ指定可） 

ATS 己=8 


キャラクタの設定を行いま 



0 K 


す。 

ATS 5? で設定値を問い合わせます。 

ATS 己？ 

[ M ] 




008 

に F ] 




0 K 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜2已已（初期値はの禅位：分） 

ATS 30=0 


します。 ユー ヴーデータの 
送受信びないと、設定した 
時間上で切断します。本 
コマンドの設定は、 64 K 
データ通信に限ります。設 
定び0の場合、不活動タイ 



OK 

[ M & F ] 

マ OFF となります。 




ATS 1 03 =n 

着サブアドレスの区切りの 

n =0 

* (アスタリスク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選択します。 

n 二] 

/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

閲に F ] 


n =2 

¥またはバックスラッシュ 


ATS ]04 =n 

発サブアドレスの区切りの 

n =0 

# (シャープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選択します。 

n 二] 

% (パーセント）（初期値） 

OK 

[ M & F ] 


n =2 

& (アンド） 


ATVn 

すべての U ヴルトコードを 

n =0 

U ヴルトコードを数値で返送します。 

ATVl 

[ M ] 

数宇表記または英文字表記 

n 二] 

U ヴルトコードを文字で返送します。 

OK 

に F ] に W ] 

に設定します。 


湖期値） 


ATXn 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0 : 

:ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー!-一 

ATXl 


速度表示の有無を設定しま 


ン検出なし、速度表示なし。 

OK 


す。 

n = l : 

:ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー!-一 



また、ビジー!-ーン、ダイ 


ン検出なし、速度表示あり。 



ヤル1-ーンの検出を行いま 

n =2 : 

:ダイヤル!-ーン検出あり、ビジー!-一 



す。 

n =3 : 

ン検出なし、速度表示あり。 

:ダイヤル!-ーン検出なし、ビジー!-一 
ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 : 

:ダイヤル!-ーン検出あり、ビジー!-一 


に F ] 松 W ] 



ン検出あり、速度表示あり。（初期値） 


ATZ 

設定を不揮発メモ U の内容 


- 

(オンライン時） 


に U セットします。通信中 



ATZ 


に本コマンドび入力された 



NO CARRIER 


場合、回線切断処理を行い 



(オフライン時） 


ます。 



ATZ 

[ M ] 




OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 


- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 



El Q 0 VI X 4 & C 1 


表71^します。 



& D 2 & S 0 ¥ V 0 
3000=000 

3002=043 

3003=013 

S 004=010 

S 00 己 =00 吕 

S 00 目 =00 己 

3007=060 

3008=003 

S 0 10=001 

3030=000 

SI 03=000 

SI 04=000 

[ M ] 




OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0 : 

:拡張 U ヴルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

選択を行います。 


湖期値） 

OK 

[& F ][& W ] 


n = l : 

:拡張 U ヴルトコードを使用します。 



※じ(下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンドの動作はしません。 

• AT ( AT のみの入力） • ATT ( I ン設定） 

•ATP (パルス設定） -ATSe (ダイヤルするまでのポーズ時間設定) 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） • ATS 1 0 (自動切断遅延時間設定） 
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〇八了コマンドの補足説巧 


•コマンド名： +CGDCONT [ M ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

-書式 

+ CGDCONT =[< cid >[," PPP "[,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は切 
下のコマンド実行例を参照してください。 

な形※ ：]〜10 


< APN >《 ：任意 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続 
先 （ APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では]〜]0び登録でをます。お買い上げ時、 
< cid >=] には mopera . ne . jp び、 < cicl >=3 には mopera . 
net び初期値として登録されていますので、 cid は2もしくは 
4〜]0に設定します。 

< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文宇列です。 

ノ くラメータを省略した場合の動作 

+ CGDCONT = :すべてのく cid > に対し初期値を 


設定します 

+ CGDCONT =< cid > :指定されたく cid > を初期値に設 

定します。 

+ CGDCONT =? :設定可能な値のリスト値を表示 


します。 


+ CGDCONT ? 


:現在の設定を表示します。 


-コマンド実行例 

AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc " 

OK 


《 abc といラ APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び2の場 
合） 

※本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書を込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
ち行われません。 

•コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通ミ□される 
QoS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基準値を登録 
します。 

設定パターンは、1；(下のコマンド実行例に記載されている4パ 
ターンび設定でをます。 

-書式 


+ CGE 日 MIN =[< cicl > しく Maximum bitrate UL > 

[,〈Maximum bitrate DL >]]] 

パラメータ説明 

な形※ ： 1 〜 10 

く Maximum bitrate UL >《 ：なし（初期値）または目4 
く Maximum bitrate DL >《 ：なし（初期値）または384 
《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続 
先 （ APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では]〜]0び登録でをます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp び、 < cicl >=3 には mopera . 
net び初期値として登録されていますので、 cid は2ちしくは 
4〜10に設定します。 

〈Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > 


は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 
[ kbp 引の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を 
許容しますび、64および384を設定した場合はこれらの値 
がでの速度の接続は許容しないため、パケット通信びつな 
びらない場合びありますのでごミ主意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGE 曰 MIN = :すべてのく cid > に巧し初期値を 

設定します。 

+ CGE 曰 MIN = く cid > :指定されたく cid > を初期値に設 

定します。 


-コマンド実行例 

L ツ下の4パターンのみ設定でをます。（(1 ) の設定び各 cid に初期 
値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべてのを度を許容する場合のコマンド 
( cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコ 

マンド 

( cid び3の場合） 

AT + CGEQMIN =3„ 64,384 
OK 

(3) 上り目 4 l < bps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマン 
ド （ cid び4の場合） 

AT + CGEQMIN =4„64 

OK 

(4) 上りすべての速度/下り 384 kbps の速度のみ許容する場合 
のコマンド （ cid び日の場合） 

AT + CGEQMIN = 己,,,384 
0 K 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書を込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
ち行われません。 

•コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS 
(サービス品質）を設定します。 

設定はツ下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみ 
で初期値としても設定されています。 

-書式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

•パラメータ説明 
如む※：1〜10 

《< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続 
先 （ APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10び登録でをます。お買い上げ時、 
< cid >= l (こは mopera . ne . jp び、 < cicl >=3 には mopera . 
net び初期値として登録されていますので、 cid は2もしくは 
4〜10に設定します。 

-パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = :すべてのく cid > に対し初期値を 

設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定された < cid > を初期値に設 

定します。 

-コマンド実行例 

似下の1ノ くターンのみ設定でをます。 

宿 cid に初期値として設定されています。） 

( 1 ) 上り目 4 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要まする場合 
のコマンド （ cid び3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & W により書を込まれる 
不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
ち行われません。 

♦コマンド名： +CLIP 

•概要 

7\下+(：1_1ド=1|’の場合の|」ヴルトび下記の書式で表示されます。 
+CLIP : < number >< type > 

-コマンド実行例 
AT + CLIP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "0901 234己678"’49 
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n 切断理由一覧 

■64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでをません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手び呼び出し中のため通信びでをません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではあ 

0ません。 

6已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

呂8 

端末属性の異なる端末に発信したか、をしくは着信を受 
けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN び存在しないか、わし<は正しくありません。 

30 

ネットワークよ0切断されました。 

33 

要ホしたサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


n リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信び来ています 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびで 
をません 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル!-ーンの検出びでをま 
せん 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です 

101 

DELAYED 

U ダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 

& E 0 のとを 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

12己 

CONNECT 384000 

384000 bps 


& E 1 のとき 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

己 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

1己 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 已 7600 

己 7600 bps 

19 

CONNECT 1 ]已200 

11 己 200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 



• ATVn コマンド （ P . 己2参照）び n = l に設定されている場合に 
は文字表示お式（初期値)、 n =0 に設定されている場合には数 
字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 

♦従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信 
速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と 
異なります。 

♦「 RESTR に TION 」 （数き表示： ]00) び表示された場合には、 
通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてから接続し 
直してください。 


■通信プ〇トコ J レリザ J レトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

テレビ電話 32 K で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話目 4 K で接続 

己 

PACKET 

パケット通信で接続 


■リザルトコード表示例 

• ATX 0 び設定されている場合 

AT ¥ V コマンド （ P . 日2参照）の設定に関わらず、接続完了の際 

に CONNECT のみの表示となります。 

文き表示例： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数き表示例： ATD * 99 * * * 1# 

1 

• ATX 1 び設定されている場合^ 

- ATXK AT ¥ V 0 び設定されている場合湖期値） 

接続完了のとをに、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度> 
の書式で表示します。 

文宇表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数宇表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

. ATX 1 、 AT ¥ VI び設定されている場合& 

接続完了のとをに、ツ下の書式で表示します。 
CONNECT < FOMA 端末- PC 間の速度 > PACKET < 接続先 
APN >/< 上りち向 tOMA 端末一無線基地局間）の最高速度 
>/<下0ち向 tOMA 端末--無線基地局間）の最高速度> 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . ne.jp 764/384 
( mopera . ne . jp に、上り最大 64 kbps 、 下り 
最大 384 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121已 

《 ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接 
続び正し <行えない場合びあります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 
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